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は
じ
め
に

　

一　

仮
面
の
基
本
情
報

　

二　

仮
面
群
の
調
査
成
果

　
　
　

１　

新
た
に
見
い
だ
さ
れ
た
翁
・
三
番
叟
の
作
者
銘
に
つ
い
て

　
　
　

２　

面
裏
の
番
号
に
つ
い
て

　

三　

仮
面
群
の
分
析
と
そ
の
形
成
過
程

　
　
　

１　

翁
系
面
に
つ
い
て

　
　
　

２　

猿
楽
面
（
能
面
・
狂
言
面
）
に
つ
い
て

　

四　

奈
良
豆
比
古
神
社
の
仮
面
群
と
長
命
猿
楽

　
　
　

１　

面
打
「
ダ
ン
マ
ツ
マ
」
推
定
仮
面
の
比
較
検
討

　
　
　

２　

仮
面
群
の
形
成
と
長
命
猿
楽

　

お
わ
り
に

は
じ
め
に

奈
良
市
奈
良
阪
町
の
奈
良
豆
比
古
神
社
で
は
、
毎
年
一
〇
月
八
日
の
秋
祭
り
宵
宮
に
地
域

住
民
に
よ
っ
て
翁
舞
が
奉
納
さ
れ
る
。
三
人
の
翁
が
同
時
に
舞
う
特
徴
的
な
翁
三
人
舞
の
芸

態
で
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
詞
章
と
と
も
に
大
和
地
方
の
神
事
に
お
け
る
翁
舞
の
あ
り
方
を

考
え
る
上
で
の
重
要
な
手
が
か
り
と
し
て
注
目
さ
れ（
１
）、
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

同
社
に
は
こ
の
翁
舞
で
用
い
ら
れ
る
翁
系
面
四
面
を
は
じ
め
と
す
る
計
二
〇
面
の
中
世
仮

面
が
伝
来
し
て
お
り
、
中
で
も
応
永
二
〇
年
（
一
四
一
三
）、
千
草
左
衛
門
大
夫
作
の
銘
を

有
す
る
癋
見
は
、
製
作
時
期
と
作
者
が
判
明
す
る
基
準
作
例
で
あ
る
と
と
も
に
、
鬼
神
面
の

形
成
期
の
様
相
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
に
単
独
で
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
こ
の
癋
見
面
が
特
に
注
目
さ
れ
、
早
く
か
ら
紹
介
さ
れ
て
き
た
が（
２
）、
た
だ
し

二
〇
面
全
て
の
基
礎
的
な
情
報
は
、
い
ま
だ
十
分
に
共
有
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
本

稿
で
は
、
奈
良
地
域
に
お
い
て
ま
と
ま
っ
た
数
を
伝
え
る
当
仮
面
群
の
重
要
性
を
鑑
み
、
令

和
四
年
に
同
社
及
び
奈
良
豆
比
古
神
社
翁
舞
保
存
会
の
高
配
を
得
て
調
査
を
行
っ
た
成
果
に

つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
仮
面
群
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
、
特
に
そ
の
形
成

過
程
に
着
目
し
て
若
干
の
考
察
を
行
い
た
い
。

な
お
各
章
執
筆
は
、
は
じ
め
に
、
一
章
、
二
章
一
節
、
三
章
、
お
わ
り
に
を
大
河
内
が
、

二
章
二
節
、
四
章
を
松
本
が
分
担
し
、
全
体
を
大
河
内
が
統
括
し
た
。
ま
た
図
版
に
つ
い
て

は
稿
末
に
ま
と
め
て
掲
載
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

奈
良
豆
比
古
神
社
の
仮
面
群
に
つ
い
て

　　

大
河
内
智
之
・
松
本
る
い
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一　

仮
面
の
基
本
情
報

１　

翁
（
白
色
尉
）　　
　
　
　

一
面　
　

【
法
量
】
面
長　

二
〇
・
六
㎝　
　

面
幅　

一
五
・
五
㎝　
　

面
奥　

八
・
五
㎝

【
形
状
】
冠
（
烏
帽
子
）
を
わ
ず
か
に
彫
り
く
ぼ
め
て
表
す
。
額
の
皺
は
中
央
で
強
く
下
方

に
う
ね
る
。
両
目
は
な
だ
ら
か
な
へ
の
字
形
で
笑
相
を
表
し
、
切
顎
と
し
て
、
上
歯
二
本
、

顎
髭
を
表
す
。

【
品
質
・
構
造
】
針
葉
樹
を
用
い
、
材
の
厚
み
は
大
き
い
。
切
顎
と
し
、
上
下
の
部
材
は
麻

紐
で
結
ぶ
。
顎
髭
を
植
え
る
（
二
段
）。
眉
は
亡
失
し
、
貼
り
付
け
た
痕
跡
を
残
す
。
胡
粉

下
地
を
施
し
て
彩
色
仕
上
げ
と
す
る
。
下
地
と
彩
色
は
二
層
あ
り
、下
層
の
下
地
は
不
明
で
、

や
や
灰
色
が
か
っ
た
彩
色
と
、
一
部
に
墨
が
確
認
で
き
る
。
上
層
は
胡
粉
下
地
を
施
し
て
彩

色
仕
上
げ
。
冠
は
黒
漆
、
唇
に
朱
を
施
す
。
眉
間
、
左
目
尻
、
口
唇
上
部
、
鼻
に
剝
落
が
あ

る
。
面
裏
は
墨
塗
と
し
て
、ス
レ
に
よ
り
一
部
素
地
を
呈
す
。
下
顎
の
中
心
に
小
孔
が
あ
る
。

【
銘
記
】
面
裏
額
部
墨
書
「
万
借
作
」

【
備
考
】
室
町
時
代
。
三
番
叟
（
７
）
と
作
風
が
共
通
す
る
。

２　

翁
（
白
色
尉
）　　
　
　
　

一
面　
　

【
法
量
】
面
長　

一
七
・
三
㎝　
　

面
幅　

一
四
・
六
㎝　
　

面
奥　

八
・
三
㎝

【
形
状
】
幅
の
広
い
冠
（
烏
帽
子
）
が
中
央
で
た
わ
み
、
左
右
の
縁
で
下
方
に
大
き
く
巻
き

こ
む
。
へ
の
字
形
の
両
目
は
や
や
強
め
に
曲
が
っ
て
笑
相
を
表
す
。
目
尻
か
ら
流
れ
る
皺
が

立
体
的
に
重
な
り
、
額
の
皺
へ
と
大
き
く
曲
が
っ
て
つ
な
が
る
。
切
顎
と
し
、
上
歯
二
本
、

下
歯
一
本
を
表
し
、
口
唇
は
上
下
と
も
突
き
出
す
よ
う
に
や
や
反
っ
て
、
顎
髭
を
表
す
。

【
品
質
・
構
造
】
広
葉
樹
を
用
い
、
材
は
や
や
厚
い
。
切
顎
と
し
、
上
下
の
部
材
は
麻
紐
で

結
び
（
顎
部
材
向
か
っ
て
左
側
は
紐
穴
を
二
か
所
に
う
が
つ
）、
顎
髭
を
植
え
る
。
表
面
は

胡
粉
下
地
を
施
し
て
彩
色
仕
上
げ
と
す
る
。
冠
は
黒
漆
、
唇
に
朱
を
施
す
。
鼻
先
、
唇
な
ど

に
剥
落
が
あ
る
。
面
裏
は
墨
塗
と
す
る
。

【
銘
記
】
な
し
。

【
備
考
】
室
町
時
代
。
三
番
叟
（
６
）
と
作
風
が
共
通
す
る
。

３　

翁
（
白
色
尉
）　　
　
　
　

一
面　
　

【
法
量
】
面
長　

一
八
・
五
㎝　
　

面
幅 

一
三
・
六
㎝　
　

面
奥　

七
・
八
㎝　
　
　

【
形
状
】
冠
（
烏
帽
子
）
下
縁
は
中
央
で
や
や
た
わ
む
。
額
の
皺
は
う
ね
り
少
な
く
上
下
に

均
等
に
多
数
あ
ら
わ
す
。
眉
を
毛
描
き
し
、
両
目
は
中
央
頂
点
で
尖
り
左
右
に
直
線
的
に
広

が
る
へ
の
字
形
と
し
て
笑
相
を
表
し
、
下
瞼
は
目
尻
に
向
か
っ
て
わ
ず
か
に
う
ね
る
。
下
瞼

は
抑
揚
の
な
い
板
状
を
呈
す
る
。
切
顎
と
し
て
、
上
歯
二
本
、
下
歯
一
本
を
表
し
、
人
中
を

丸
く
刻
ん
で
、
顎
髭
を
あ
ら
わ
す
。

【
品
質
・
構
造
】
広
葉
樹
を
用
い
、
材
の
厚
み
は
薄
い
。
切
顎
と
し
、
上
下
の
部
材
は
別
材

製
と
し
て
、
麻
紐
で
つ
な
ぎ
、
顎
髭
を
植
え
る
。
胡
粉
下
地
を
施
し
て
彩
色
仕
上
げ
と
し
、

冠
は
黒
漆
、
目
の
輪
郭
に
墨
、
眉
と
口
髭
及
び
髪
は
朱
線
で
毛
描
き
す
る
。
面
裏
は
墨
塗
り

と
す
る
。

【
銘
記
】
な
し
。

【
備
考
】
室
町
時
代
。
三
番
叟
（
７
）
と
作
風
が
共
通
す
る
。

４　

翁
（
白
色
尉
）　　
　
　
　

一
面　
　

【
法
量
】
面
長　

一
八
・
三
㎝　
　

面
幅 

一
五
・
九
㎝　
　

面
奥　

七
・
四
㎝

【
形
状
】
冠
（
烏
帽
子
）
は
刻
出
せ
ず
、
な
だ
ら
か
に
円
弧
状
に
墨
塗
で
表
す
。
眉
は
別
材

製
（
亡
失
）
で
貼
り
付
け
た
痕
跡
を
残
す
。
上
瞼
が
深
く
眼
窩
に
窪
み
、
両
目
は
な
だ
ら
か

な
へ
の
字
形
と
し
て
笑
相
を
表
す
。
鼻
梁
は
細
く
尖
り
、
鷲
鼻
と
す
る
。
切
顎
と
し
て
、
上

歯
二
本
、
下
歯
一
本
を
わ
ず
か
に
表
し
、
幅
の
広
い
下
唇
が
強
調
さ
れ
る
。
顎
に
は
皺
を
表
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さ
な
い
。
顎
髭
を
表
す
（
亡
失
）。

【
品
質
・
構
造
】
広
葉
樹
を
用
い
、
材
の
厚
み
は
薄
い
。
切
顎
と
し
、
上
下
の
部
材
は
現
状

麻
紐
で
結
ぶ
。
顎
の
植
毛
部
分
は
横
長
の
四
角
形
の
孔
を
刻
み
、
内
部
両
端
に
貫
通
孔
を
設

け
る
。
そ
の
上
方
に
竹
釘
で
植
毛
を
固
定
し
た
痕
跡
が
見
え
る
。
胡
粉
下
地
を
施
し
て
彩
色

仕
上
げ
と
し
、
冠
は
や
や
光
沢
の
あ
る
墨
、
唇
に
朱
を
施
す
。
面
裏
は
全
面
黒
漆
塗
り
と
す

る
。
面
裏
額
部
に
縦
長
の
長
方
形
状
の
わ
ず
か
な
窪
み
が
あ
る
。

【
銘
記
】
右
耳
紐
孔
部
紙
縒
墨
書
「
能
面
／
第
弐
號
／
奈
良
豆
比
古
神
社
（
朱
印
）」。

【
備
考
】
南
北
朝
～
室
町
時
代

５　

三
番
叟
（
黒
色
尉
）　　
　
　
　

一
面　
　

【
法
量
】
面
長　

一
八
・
〇
㎝　
　

面
幅　

一
四
・
一
㎝　
　

面
奥　

七
・
八
㎝　
　
　

【
形
状
】
冠
（
烏
帽
子
）
は
明
確
に
は
表
さ
な
い
。
眉
を
植
え
、
へ
の
字
形
の
両
目
は
や
や

強
く
曲
が
っ
て
笑
相
を
示
し
、
下
瞼
は
平
坦
な
板
状
を
示
す
。
上
歯
二
本
を
表
し
、
下
歯
は

歯
の
形
に
く
ぼ
む
。
切
顎
と
し
顎
髭
（
亡
失
）
を
表
す
。

【
品
質
・
構
造
】
針
葉
樹
を
用
い
、
材
の
厚
み
は
や
や
大
き
い
。
眉
に
植
毛
孔
を
左
右
各
三

か
所
に
穿
ち
、
一
部
に
植
毛
を
残
す
。
切
顎
と
し
、
紐
孔
は
上
顎
の
み
三
ヶ
所
ず
つ
穿
ち
、

上
下
の
部
材
は
麻
紐
で
結
ぶ
。
顎
髭
を
植
え
る
孔
を
八
か
所
穿
つ
。
耳
部
の
紐
孔
も
二
カ
所

（
右
側
の
穴
一
つ
は
木
で
埋
め
る
）
に
穿
つ
。
白
下
地
を
施
し
て
、
黒
漆
塗
に
て
仕
上
げ
、

唇
に
朱
を
差
す
。
面
裏
は
墨
塗
と
し
て
、
額
や
頬
は
擦
れ
に
よ
り
素
地
を
見
せ
る
。
顎
部
材

の
左
端
を
欠
損
す
る
。

【
銘
記
】
面
裏
眉
間
部
墨
書
「
康
吉
」、
面
裏
右
頬
部
墨
書
「
二
」

【
備
考
】
室
町
時
代

６　

三
番
叟
（
黒
色
尉
）　　
　
　
　

一
面　

【
法
量
】
面
長　

一
六
・
六
㎝　
　

面
幅　

一
四
・
四
㎝　
　

面
奥　

七
・
〇
㎝

【
形
状
】
幅
の
広
い
冠
（
烏
帽
子
）
が
中
央
で
わ
ず
か
に
下
に
た
わ
み
、
左
右
の
縁
で
下
方

に
巻
き
こ
む
。
両
目
を
へ
の
字
形
と
し
て
笑
相
を
表
し
、
上
瞼
の
ふ
た
え
の
刻
線
が
皺
に
つ

な
が
り
額
へ
と
大
き
く
曲
が
る
。
切
顎
と
し
、
上
歯
四
本
と
舌
を
表
し
、
口
髭
、
顎
髭
を
表

す
。

【
品
質
・
構
造
】
広
葉
樹
を
用
い
、
材
の
厚
み
は
や
や
大
き
く
、
表
面
は
鑿
目
を
荒
く
仕
上

げ
る
。
切
顎
と
し
、
上
下
の
部
材
は
糸
で
括
り
、
口
髭
の
植
毛
孔
一
〇
か
所
、
下
唇
の
下
に

一
か
所
、
顎
に
四
か
所
の
植
毛
孔
を
設
け
る
。
表
面
は
胡
粉
下
地
を
施
し
て
黒
漆
塗
仕
上
げ

と
す
る
。
唇
に
朱
を
施
す
。
鼻
先
、
顎
先
、
右
紐
穴
付
近
な
ど
に
虫
損
が
生
じ
る
。
面
裏
は

墨
塗
と
す
る
。
古
い
面
紐
を
残
す
。

【
銘
記
】
面
裏
右
頬
部
墨
書
「
十
五
」、
右
耳
紐
孔
部
紙
縒
墨
書
「
能
面
／
第
伍
号
／
奈
良

豆
比
古
神
社
（
朱
印
）」

【
備
考
】
室
町
時
代
。
翁
（
２
）
と
作
風
が
共
通
す
る
。

７　

三
番
叟
（
黒
色
尉
）　　
　
　
　

一
面　
　

【
法
量
】
面
長　

一
五
・
二
㎝　
　

面
幅　

一
三
・
七
㎝　
　

面
奥　

七
・
八
㎝　
　
　

【
形
状
】
冠
（
烏
帽
子
）
は
明
確
に
は
表
さ
な
い
。
額
の
皺
は
う
ね
り
少
な
く
上
下
に
均
等

に
多
数
あ
ら
わ
す
。
眉
を
毛
描
き
し
、
両
目
は
そ
れ
ぞ
れ
目
尻
を
吊
り
上
げ
て
厳
し
い
表
情

と
し
、
下
瞼
中
央
付
近
で
や
や
う
ね
る
。
切
顎
と
し
て
、
上
歯
二
本
を
表
す
。
人
中
を
わ
ず

か
に
丸
く
刻
む
。
口
髭
を
毛
描
き
す
る
。

【
品
質
・
構
造
】
広
葉
樹
を
用
い
、
材
の
厚
み
は
や
や
厚
い
。
切
顎
と
し
、
顎
材
を
結
び
つ

け
る
紐
孔
を
左
右
二
か
所
に
穿
つ
。
表
面
は
胡
粉
下
地
を
施
し
て
墨
塗
と
し
、
眉
・
口
髭
を

描
く
。
唇
に
朱
を
施
す
。
面
裏
は
墨
塗
と
す
る
。
顎
部
材
を
亡
失
し
、鼻
先
に
剥
落
が
あ
る
。

【
銘
記
】
右
耳
紐
孔
部
紙
縒
墨
書
「
能
面
／
第
拾
六
号
」

【
備
考
】
室
町
時
代
。
翁
（
３
）
と
作
風
が
共
通
す
る
。
本
来
は
父
尉
面
で
あ
っ
た
か
。
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８　

尉　
　
　
　
　

一
面

【
法
量
】
面
長　

二
一
・
四
㎝　
　

面
幅　

一
五
・
三
㎝　
　

面
奥　

八
・
二
㎝

【
形
状
】
髪
を
植
え
、
眉
を
寄
せ
て
眉
間
に
皺
を
表
し
、
目
は
わ
ず
か
に
笑
相
と
す
る
。
眉
、

口
髭
を
毛
描
き
し
、
耳
を
表
す
。
老
痩
に
よ
り
頬
骨
を
露
わ
に
し
、
頬
も
痩
せ
が
強
調
さ
れ

て
や
や
た
る
み
、
縦
に
皺
を
刻
む
。
わ
ず
か
に
開
口
し
て
上
下
の
歯
を
見
せ
、
墨
塗
す
る
。

顎
髭
を
植
え
る
。

【
品
質
・
構
造
】
針
葉
樹
（
桧
）
を
用
い
る
。
頭
上
と
額
左
右
に
頭
髪
を
植
毛
し
、
顎
髭
を

植
え
る
（
亡
失
）。
胡
粉
下
地
を
施
し
彩
色
仕
上
げ
と
し
、
眉
、
口
髭
は
毛
描
き
す
る
。
面

裏
は
素
地
仕
上
げ
。
額
右
上
部
と
、
右
耳
半
ば
か
ら
顎
ま
で
を
割
損
す
る
。

【
銘
記
】
面
裏
右
頬
部
墨
書
「
八
」、
左
耳
紐
孔
部
紙
縒
墨
書
「
能
面
／
第
八
号
／
奈
良
豆

比
古
神
社
（
朱
印
）」

【
備
考
】
室
町
時
代
～
桃
山
時
代
。
中
将
（
15
）
と
用
材
の
特
徴
や
面
裏
の
処
理
が
よ
く
一

致
す
る
。

９　

尉　
　
　
　
　

一
面

【
法
量
】
面
長　

二
一
・
二
㎝　
　

面
幅　

一
四
・
九
㎝　
　

面
奥　

九
・
一
㎝

【
形
状
】
髪
を
植
え
、
眉
を
寄
せ
て
眉
間
に
皺
を
表
し
、
両
目
は
目
尻
・
目
頭
と
も
下
方
に

下
が
っ
て
笑
相
を
強
調
す
る
。
眉
を
毛
描
き
し
、
耳
を
表
す
。
老
痩
に
よ
り
頬
骨
を
露
わ
に

す
る
。
開
口
の
度
合
い
が
大
き
く
、
上
下
の
歯
を
見
せ
、
墨
塗
す
る
。
口
髭
、
下
唇
の
下
、

顎
に
植
毛
す
る
（
亡
失
）。

【
品
質
・
構
造
】
針
葉
樹
（
桧
）
を
用
い
る
。
面
の
中
央
と
、
両
こ
め
か
み
か
ら
耳
を
含
む

左
右
の
部
材
と
、
顎
の
両
脇
部
分
を
そ
れ
ぞ
れ
別
材
製
と
し
、
接
続
部
は
布
貼
し
て
補
強
す

る
。
瞳
孔
は
四
角
形
と
す
る
。
頭
上
と
額
左
右
に
頭
髪
を
植
毛
し
、顎
髭
を
植
え
る（
亡
失
）。

胡
粉
下
地
を
施
し
て
彩
色
仕
上
げ
と
し
、
眉
、
口
髭
は
毛
描
き
す
る
。
面
裏
の
口
の
右
端
に

木
屎
及
び
布
貼
を
施
し
、
左
頬
一
部
と
顎
の
脇
部
分
に
材
の
補
強
の
た
め
紙
貼
り
し
て
、
全

体
を
黒
漆
仕
上
げ
と
す
る
。

【
銘
記
】
面
裏
額
部
金
泥
銘
「
長
命
／
次
郎
大
夫
」、
面
裏
右
頬
部
墨
書
「
二
十
□
」、
左
耳

紐
孔
部
紙
縒
墨
書
「「
能
面
／
第
参
号
／
奈
良
豆
比
古
神
社
（
朱
印
）」

【
備
考
】
室
町
時
代
～
桃
山
時
代

10　

癋
見　
　
　
　
　

一
面

【
法
量
】
面
長　

二
一
・
二
㎝　
　

面
幅　

一
五
・
七
㎝　
　

面
奥　

八
・
〇
㎝

【
形
状
】
頭
頂
に
冠
を
表
し
、
額
に
ほ
つ
れ
た
毛
髪
を
表
す
。
額
中
央
に
瘤
を
作
り
、
眉
根

を
寄
せ
て
眉
間
に
Ｘ
字
状
に
皺
を
表
し
て
、
眉
尻
は
下
方
へ
強
く
下
が
る
。
両
目
を
見
開
き

つ
つ
目
尻
を
や
や
下
げ
、
下
瞼
が
や
や
う
ね
る
。
耳
を
表
さ
な
い
。
頬
骨
が
飛
び
出
て
、
口

を
へ
し
め
て
口
端
に
皺
が
寄
る
。
口
髭
、
顎
髭
を
表
す
。

【
品
質
・
構
造
】
針
葉
樹
の
一
材
製
と
し
、
や
や
厚
み
を
残
し
平
滑
に
彫
る
。
縁
に
や
や
厚

み
を
持
た
せ
て
、
面
を
取
っ
て
丸
み
を
帯
び
さ
せ
る
。
左
眉
根
を
通
る
線
で
頭
頂
か
ら
目
頭

付
近
ま
で
が
割
損
し
、
一
部
木
屎
漆
に
て
埋
め
る
。
頭
頂
や
や
左
か
ら
左
目
中
央
に
至
る
線

で
割
損
し
、
一
部
木
屎
漆
を
施
し
、
表
裏
と
も
紙
貼
（
幅
一
㎝
程
度
）
を
施
し
補
強
す
る
。

眼
に
鍍
金
を
施
し
た
銅
板
（
一
部
緑
青
が
発
生
す
る
）
を
嵌
入
し
、
瞳
は
刳
り
抜
く
。
瞳
孔

は
円
形
。
金
属
板
の
目
尻
・
目
頭
に
朱
を
の
せ
る
。
下
地
と
彩
色
は
三
層
あ
り
、
初
層
は
白

下
地
に
丹
（
濃
い
赤
色
）
を
施
す
。
第
二
層
は
額
・
眉
・
鼻
・
頬
の
稜
線
、
顎
下
に
茶
褐
色

の
つ
や
の
あ
る
彩
色
を
施
す
が
、
面
全
体
に
は
及
ん
で
お
ら
ず
、
部
分
的
な
補
彩
と
み
ら
れ

る
。
最
も
表
面
の
第
三
層
は
、
胡
粉
下
地
に
や
や
暗
い
肌
色
を
塗
り
、
冠
、
髪
、
眉
、
口
髭
・

顎
髭
を
墨
描
き
す
る
。
眉
間
の
し
わ
、
眼
の
周
囲
、
鼻
口
の
周
囲
、
唇
に
朱
を
施
し
て
隈
と

す
る
。
面
裏
は
黒
漆
塗
り
と
し
、
縁
部
は
摩
耗
し
て
素
地
を
見
せ
る
。
な
お
面
裏
の
黒
漆
に

つ
い
て
は
、
鼻
孔
の
漆
の
上
層
に
朱
（
表
面
か
ら
続
い
た
も
の
）
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
第

三
層
の
彩
色
以
前
に
漆
が
塗
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

【
銘
記
】
面
裏
刻
銘
「
千
草
左
衛
門
大
夫
作
／
応
永
／
廿
秊
／
二
月
／
廿
一
日
」、
右
耳
紐



−　−5

孔
部
紙
縒
銘
記
「
能
面
／
第
壱
号
／
奈
良
豆
比
古
神
社
（
朱
印
）」

【
備
考
】
室
町
時
代
・
応
永
二
〇
年
（
一
四
一
三
）。
重
要
文
化
財
（
令
和
二
年
三
月
一
九

日
指
定
）

11　

怪
士　
　
　
　
　

一
面

【
法
量
】
面
長　

二
一
・
三
㎝　
　

面
幅　

一
三
・
九
㎝　
　

面
奥　

七
・
二
㎝　
　
　

【
形
状
】
冠
を
表
し
て
、
眉
尻
は
吊
り
上
が
る
。
眼
窩
は
や
や
窪
み
、
目
を
菱
形
に
し
て
目

尻
が
あ
が
る
。
開
口
し
上
下
の
歯
を
表
す
。
口
髭
、
顎
髭
を
あ
ら
わ
す
。

【
品
質
・
構
造
】
針
葉
樹
（
桧
）
を
用
い
、
現
状
額
の
左
側
よ
り
頬
の
外
側
ま
で
を
割
損
す

る
。
右
は
額
右
側
よ
り
顎
脇
ま
で
割
損
す
る
。
額
の
左
右
に
鉢
巻
止
め
の
突
起
を
設
け
る
。

胡
粉
下
地
を
施
し
彩
色
仕
上
げ
と
す
る
。
瞳
に
金
具
を
嵌
入
（
亡
失
）
し
、
そ
の
周
囲
に
朱

を
施
す
。
瞳
孔
は
丸
形
。
歯
は
黒
色
を
施
し
先
端
の
み
金
泥
を
重
ね
る
。
面
裏
は
素
地
と
す

る
。

【
銘
記
】
面
裏
右
頬
部
墨
書
「
二
十
四
」、
付
箋
あ
り

【
備
考
】
室
町
時
代
～
桃
山
時
代

12　

般
若　
　
　
　
　

一
面　
　

【
法
量
】
面
長　

二
一
・
六
㎝
（
角
先
を
含
む
面
長 

二
六
・
〇
㎝
）

　
　
　

 

面
幅　

一
六
・
六
㎝　
　

面
奥　

一
〇
・
二
㎝

【
形
状
】
頭
部
左
右
に
角
を
表
し
、
髪
を
中
央
で
左
右
に
分
け
、
乱
れ
髪
を
額
に
表
す
。
眉

根
を
強
く
寄
せ
つ
つ
目
を
見
開
き
、
小
鼻
を
左
右
に
張
り
出
し
、
大
き
く
開
口
し
て
歯
と
牙

を
表
し
た
激
し
い
瞋
怒
の
表
情
を
見
せ
る
。
耳
を
表
す
。

【
品
質
・
構
造
】
針
葉
樹
（
桧
）
を
用
い
て
、
角
を
別
材
製
と
す
る
。
頭
頂
や
や
右
寄
り
で

額
か
ら
顎
下
ま
で
割
損
し
、
さ
ら
に
右
口
端
か
ら
上
下
に
割
損
す
る
。
胡
粉
下
地
を
施
し
て

彩
色
仕
上
げ
と
す
る
。
眼
に
銅
板
を
嵌
入
し
、
銅
釘
で
と
め
る
。
歯
は
黒
色
と
し
、
一
部
に

金
箔
を
用
い
る
。
右
の
角
は
後
補
。
面
裏
は
素
地
と
す
る
。

【
銘
記
】
面
裏
右
頬
部
墨
書
「
九
」、
面
裏
右
顎
部
墨
書
「（
花
押
）」、
右
耳
紐
孔
部
紙
縒
墨

書
「
能
面
／
第
七
号
／
奈
良
豆
比
古
神
社
（
朱
印
）」

【
備
考
】
室
町
時
代
～
桃
山
時
代
。
花
押
は
武
悪
（
18
）
と
類
似
す
る
。

13　

小
面　
　
　
　
　

一
面　
　

【
法
量
】
面
長　

二
一
・
九
㎝　
　

面
幅　

一
二
・
九
㎝　
　

面
奥　

七
・
〇
㎝　
　
　

【
形
状
】
髪
を
中
央
で
分
け
、
毛
筋
は
分
け
目
か
ら
二
本
、
こ
め
か
み
付
近
か
ら
三
本
に
増

え
る
。
目
を
ふ
た
え
と
し
て
か
す
か
に
笑
み
を
浮
か
べ
、口
を
少
し
開
け
て
上
歯
を
見
せ
る
。

頬
は
下
膨
れ
に
張
り
詰
め
て
若
々
し
く
、
わ
ず
か
に
二
重
顎
と
す
る
。

【
品
質
・
構
造
】
針
葉
樹
の
一
材
よ
り
彫
出
し
、
瞳
孔
を
丸
く
開
け
る
。
胡
粉
下
地
を
施
し

て
彩
色
仕
上
げ
と
し
、
髪
、
眉
、
上
歯
を
黒
色
と
し
、
唇
に
朱
を
施
す
。
現
状
、
鼻
先
と
下

唇
の
一
部
の
彩
色
が
剥
落
し
て
素
地
を
呈
す
る
。
面
裏
は
墨
塗
と
す
る
。
面
裏
額
部
に
円
形

三
点
を
三
角
形
状
に
配
し
た
符
丁
を
表
す
。

【
銘
記
】
面
裏
眉
間
部
刻
銘
「
∴
」、面
裏
右
頬
部
墨
書
「
七
」、右
耳
紐
孔
部
紙
縒
墨
書
「
能

面
／
第
六
号
／
奈
良
豆
比
古
神
社
（
朱
印
）」

【
備
考
】
室
町
時
代
～
桃
山
時
代
。
平
太
（
16
）
と
、
面
裏
の
三
星
符
丁
が
共
通
す
る
。

14　

曲
見　
　
　
　
　

一
面　
　

【
法
量
】
面
長　

二
一
・
一
㎝　
　

面
幅
一
三
・
七
㎝　
　

面
奥
六
・
九
㎝

【
形
状
】
髪
を
中
央
で
分
け
、
毛
筋
は
分
け
目
か
ら
二
本
、
こ
め
か
み
付
近
か
ら
三
本
、
眉

尻
上
部
か
ら
三
本
を
描
く
。
目
は
ふ
た
え
と
し
て
小
さ
く
見
開
き
、
口
を
少
し
開
け
て
上
歯

を
見
せ
る
。
頬
は
や
や
痩
せ
、
顎
を
少
し
し
ゃ
く
れ
さ
せ
て
受
け
口
と
す
る
。

【
品
質
・
構
造
】
針
葉
樹
の
一
材
よ
り
彫
出
し
、
瞳
孔
を
丸
く
開
け
る
。
胡
粉
下
地
を
施
し

て
彩
色
仕
上
げ
と
し
、
髪
、
眉
、
上
歯
を
黒
色
と
し
、
唇
に
朱
を
施
す
。
現
状
、
鼻
先
と
下
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唇
の
一
部
の
彩
色
が
剥
落
し
て
素
地
を
呈
す
る
。

【
銘
記
】
右
耳
紐
孔
部
紙
縒
墨
書
「
能
面
／
第
拾
号
／
奈
良
豆
比
古
神
社
（
朱
印
）」

【
備
考
】
室
町
時
代
～
桃
山
時
代

15　

中
将　
　
　
　
　

一
面　
　

【
法
量
】
面
長　

二
〇
・
二
㎝　
　

面
幅　

一
三
・
八
㎝　
　

面
奥　

七
・
九
㎝　
　
　

【
形
状
】
頭
頂
に
冠
を
あ
ら
わ
し
、
眉
根
を
寄
せ
て
眉
間
に
皺
を
あ
ら
わ
し
、
眉
上
に
窪
み

を
作
る
。
目
を
ふ
た
え
に
し
、
や
や
目
尻
を
下
げ
る
。
開
口
し
て
上
歯
を
見
せ
、
頬
は
や
や

痩
せ
て
縦
に
皺
を
表
す
。
口
髭
、
顎
髭
を
表
す
。

【
品
質
・
構
造
】
針
葉
樹
（
桧
）
を
用
い
る
。
瞳
孔
は
四
角
。
胡
粉
下
地
を
施
し
て
彩
色
仕

上
げ
と
し
、
冠
、
髪
、
瞳
の
周
縁
、
上
歯
を
黒
色
と
し
て
、
唇
に
朱
を
施
す
。
現
状
、
鼻
先

の
彩
色
が
剥
落
し
て
素
地
を
呈
す
る
。
面
裏
は
素
地
仕
上
げ
。

【
銘
記
】
面
裏
額
部
墨
書
銘
「（
花
押
）」、
面
裏
右
頬
部
墨
書
「
十
二
」、
右
耳
紐
孔
部
紙
縒

墨
書
「
能
面
／
第
拾
一
号
／
奈
良
豆
比
古
神
社
（
朱
印
）
／
中
村
（
印
）」

【
備
考
】
室
町
時
代
～
桃
山
時
代
。
尉
（
８
）
と
用
材
の
特
徴
や
面
裏
の
処
理
が
よ
く
一
致

す
る
。

16　

平
太　
　
　
　
　

一
面

【
法
量
】
面
長　

二
〇
・
一
㎝　
　

面
幅　

一
三
・
四
㎝　
　

面
奥　

七
・
六
㎝

【
形
状
】
額
左
右
に
髪
を
表
し
、
眉
尻
を
吊
り
上
げ
る
。
や
や
眼
窩
を
窪
ま
せ
、
目
を
三
角

形
状
に
あ
ら
わ
す
。
開
口
し
て
上
下
歯
を
見
せ
、
口
髭
を
左
右
に
吊
り
上
げ
、
顎
髭
を
表
す
。

【
品
質
・
構
造
】
針
葉
樹
の
一
材
よ
り
彫
出
し
、
瞳
孔
を
丸
く
開
け
る
。
胡
粉
下
地
を
施
し

て
彩
色
仕
上
げ
と
す
る
。
髪
、
眉
、
口
髭
、
歯
、
顎
髭
を
黒
色
と
し
、
唇
に
朱
を
施
す
。
現

状
、
鼻
先
と
額
左
側
、
左
頬
骨
付
近
の
彩
色
が
剥
落
す
る
。
面
裏
は
墨
塗
と
す
る
。
面
裏
額

部
に
円
形
三
点
を
三
角
形
状
に
配
し
た
符
丁
を
表
す
（
左
下
の
円
は
や
や
左
側
に
ず
れ
て
並

び
三
角
形
に
歪
み
が
生
じ
る
）。

【
銘
記
】
面
裏
眉
間
部
刻
銘
「
∴
」、
面
裏
右
頬
部
墨
書
銘
「
二
十
一
」、
左
耳
紐
孔
部
紙
縒

墨
書
「
能
面
／
第
四
号
／
奈
良
豆
比
古
神
社
（
朱
印
）」

【
備
考
】
室
町
時
代
～
桃
山
時
代
。
小
面
（
13
）
と
、
面
裏
の
三
星
符
丁
が
共
通
す
る
。

　
　17　

祖
父　
　
　
　
　

一
面　
　

【
法
量
】
面
長　

二
〇
・
六
㎝　
　

面
幅　

一
四
・
五
㎝　
　

面
奥　

六
・
九
㎝　
　
　

【
形
状
】
額
右
に
丸
い
瘤
を
表
す
。
眉
を
表
す
。
全
体
に
皺
を
巡
ら
し
た
老
人
の
風
貌
で
、

両
目
は
へ
の
字
に
表
し
て
笑
相
と
す
る
が
、
右
目
を
す
が
め
、
口
は
左
頬
に
向
か
っ
て
引
き

つ
っ
て
左
口
端
が
上
が
る
。
上
歯
二
本
を
出
し
て
、
右
口
端
付
近
は
開
口
す
る
。

【
品
質
・
構
造
】
針
葉
樹
（
桧
）
の
一
材
よ
り
彫
り
出
す
。
胡
粉
下
地
を
施
し
彩
色
仕
上
げ
。

眉
、
左
目
、
歯
を
黒
色
と
し
唇
に
朱
を
施
し
、
額
、
瘤
、
鼻
先
の
彩
色
が
剥
落
す
る
。
面
裏

は
素
地
仕
上
げ
。

【
銘
記
】
面
裏
額
部
墨
書
「
社
」、面
裏
右
頬
部
墨
書
「
十
四
」、右
耳
紐
孔
部
紙
縒
墨
書
「
能

面
／
□
」

【
備
考
】
室
町
時
代
～
桃
山
時
代
。
乙
（
19
）
と
左
目
の
形
状
、
彩
色
や
面
裏
の
処
理
方
法

が
類
似
す
る
。

18　

武
悪　
　
　
　
　

一
面　
　

【
法
量
】
面
長　

一
九
・
〇
㎝　
　

面
幅　

一
四
・
二
㎝　
　

面
奥　

九
・
七
㎝

【
形
状
】
頭
頂
に
冠
を
表
し
、
眉
間
の
皺
を
Ｖ
字
に
表
し
、
眉
を
墨
描
き
す
る
。
や
や
上
目

使
い
に
目
を
大
き
く
見
開
い
て
、
耳
を
表
し
、
大
き
な
鼻
の
鼻
翼
を
左
右
に
開
い
て
、
上
歯

で
下
唇
を
噛
み
つ
つ
口
端
を
左
右
に
張
り
出
す
。

【
品
質
・
構
造
】
針
葉
樹
を
用
い
、
右
こ
め
か
み
よ
り
右
顎
下
ま
で
割
れ
、
上
中
下
の
三
ヶ

所
に
穴
を
穿
ち
、
紐
で
と
め
た
痕
跡
が
あ
る
（
現
状
は
接
着
す
る
）。
胡
粉
下
地
を
施
し
て
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彩
色
仕
上
げ
と
す
る
。
彩
色
は
二
層
あ
り
、
下
層
は
や
や
明
る
い
朱
と
し
、
上
層
に
赤
み
を

帯
び
た
暗
褐
色
を
塗
る
。
瞳
は
墨
、
白
目
は
銀
に
彩
色
す
る
。
歯
の
根
元
は
墨
、
歯
先
は
銀

色
と
す
る
。
額
右
方
、
額
左
方
、
右
顎
裏
面
か
割
損
す
る
。
面
裏
は
素
地
と
し
、
経
年
の
使

用
で
黒
ず
む
。

【
銘
記
】
面
裏
右
頬
部
墨
書
「
一
十
三
」、
面
裏
左
顎
部
墨
書
「（
花
押
）」、
左
耳
紐
孔
部
紙

縒
墨
書
「
能
面
／
第
拾
三
号
」

【
備
考
】
花
押
は
般
若
（
12
）
と
類
似
す
る
。

【
備
考
】
室
町
時
代
～
桃
山
時
代

19　

乙　
　
　
　
　

一
面

【
法
量
】
面
長　

二
〇
・
五
㎝　
　

面
幅　

一
五
・
七
㎝　
　

面
奥　

七
・
三
㎝

【
形
状
】
輪
郭
を
丸
み
の
あ
る
三
角
形
に
か
た
ど
り
、
髪
を
表
し
、
眼
窩
を
山
形
に
窪
ま
せ

て
目
を
笑
相
と
し
、
両
頬
を
膨
ら
ま
し
て
高
く
盛
り
上
げ
、
か
つ
先
端
は
窪
ま
せ
て
笑
窪
状

と
し
、
開
口
し
て
上
歯
を
見
せ
て
舌
を
の
ぞ
か
せ
る
。
鼻
・
口
・
顎
は
両
頬
よ
り
低
い
位
置

と
す
る
。

【
品
質
・
構
造
】
針
葉
樹
（
桧
）
を
用
い
、
両
頬
隆
起
部
分
に
別
材
を
矧
ぐ
。
胡
粉
下
地
を

施
し
彩
色
仕
上
げ
と
し
て
、
髪
を
墨
描
き
し
、
頬
と
唇
は
朱
、
歯
は
黒
色
と
す
る
。
面
裏
は

素
地
と
す
る
。

【
銘
記
】
面
裏
右
頬
部
墨
書
「
四
」、右
耳
紐
孔
部
紙
縒
墨
書
「
□
□
／
奈
良
豆
比
古
神
社
（
朱

印
）」

【
備
考
】
室
町
時
代
～
桃
山
時
代
。
祖
父
（
17
）
と
左
目
の
形
状
、
彩
色
や
面
裏
の
処
理
方

法
が
類
似
す
る
。

20　

狐　
　
　
　
　

一
面

【
法
量
】
面
長　

一
六
・
五
㎝
（
下
顎
先
端
ま
で
）　

面
幅　

一
四
・
五
㎝

　
　
　

 

面
奥　

一
〇
・
七
㎝
（
上
顎
先
端
部
）

【
形
状
】
耳
を
表
さ
ず
、
眼
窩
を
や
や
窪
ま
せ
て
吊
り
上
げ
た
目
を
配
す
。
鼻
筋
を
細
く
伸

ば
し
て
先
端
に
鼻
孔
を
あ
ら
わ
し
、
上
顎
に
歯
を
並
べ
る
。
下
顎
も
同
様
に
歯
を
並
べ
、
舌

を
表
す
。
体
毛
を
表
す
。

【
品
質
・
構
造
】
針
葉
樹
と
み
ら
れ
る
材
を
用
い
、
上
顎
内
部
に
鉄
製
吊
り
環
、
舌
部
先
に

吊
紐
が
残
る
。
上
顎
を
含
む
面
部
を
一
材
と
し
、
左
耳
付
近
の
小
材
が
割
損
す
る
。
左
頬
材

も
割
損
し
現
状
接
着
さ
れ
る
。
左
頬
の
縁
に
別
材
を
寄
せ
、
下
顎
は
大
略
一
材
製
と
し
て
後

方
に
一
材
を
寄
せ
る
。
補
修
に
用
い
た
茶
褐
色
の
顔
料
は
癋
見
（
12
）
に
近
い
色
味
を
示
す
。

眼
に
銅
板
を
嵌
装
し
、
左
眼
の
目
尻
部
を
欠
失
す
る
。
右
眼
目
頭
に
朱
を
施
す
。
表
面
は
胡

粉
下
地
を
施
し
て
彩
色
仕
上
げ
と
し
、
茶
褐
色
の
毛
描
き
を
施
す
。
面
裏
は
素
地
と
す
る
。

【
銘
記
】
面
裏
右
頬
部
墨
書
「
十
八
」、
右
耳
紐
孔
部
紙
縒
墨
書
「「
能
面
／
第
拾
五
號
」

【
備
考
】
室
町
～
桃
山
時
代

21　

面
箱　
　
　
　
　

一
合

【
法
量
】
幅　

三
六
・
一
㎝　
　

奥
行　

二
四
・
三
㎝　
　

高　

一
九
・
四
㎝     　

【
形
状
】
蓋
上
部
を
甲
盛
と
し
、
印
籠
蓋
と
し
て
身
と
組
み
合
わ
せ
る
。
身
の
長
辺
の
左
右

両
側
に
銅
製
鐶
を
設
け
て
紐
を
掛
け
る
。

【
品
質
・
構
造
】
針
葉
樹
の
板
材
を
組
み
合
わ
せ
て
蓋
と
身
を
作
り
、
総
体
黒
漆
塗
と
し
て
、

内
部
も
黒
漆
塗
と
す
る
。
銅
製
金
具
は
一
方
の
台
金
具
を
列
弁
文
三
段
、鐶
台
に
鐶
を
設
け
、

も
う
一
方
は
台
金
具
が
列
弁
文
一
段
で
鐶
台
に
鐶
を
設
け
る
も
の
で
、
前
者
を
模
し
た
後
補

部
材
と
見
ら
れ
る
。

【
備
考
】
室
町
時
代
～
桃
山
時
代
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二　

仮
面
群
の
調
査
成
果

１　

新
た
に
見
い
だ
さ
れ
た
翁
・
三
番
叟
の
作
者
銘
に
つ
い
て

奈
良
豆
比
古
神
社
仮
面
群
の
面
裏
赤
外
線
画
像
に
つ
い
て
は
、
既
に
『
奈
良
豆
比
古
神
社

の
祭
礼
と
芸
能
』
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が（
３
）、
同
書
で
は
そ
の
翻
刻
や
分
析
は
行
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
仮
面
群
の
伝
来
史
を
検
討
す
る
上
で
の
重
要
な
情
報
を
得
ら
れ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
た
た
め
、
本
稿
で
は
改
め
て
行
っ
た
赤
外
線
撮
影
画
像
を
元
に
、
そ
の
情
報
を
整

理
し
、
共
有
化
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
本
節
で
は
翁
系
面
の
作
者
銘
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

現
在
、
奈
良
豆
比
古
神
社
の
翁
舞
（
国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
）
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て

い
る
翁
系
面
四
面
（
翁
（
１
～
３
）、
三
番
叟
（
５
））
の
う
ち
二
面
に
、
制
作
者
と
見
ら
れ

る
銘
記
を
確
認
で
き
た
。
翁
（
１
）
は
翁
三
人
舞
の
う
ち
の
太
夫
が
使
用
す
る
も
の
で
、
面

裏
額
部
に
「
万
借
作
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
三
番
叟
（
５
）
の
面

裏
眉
間
部
に
は
「
康
吉
」
と
読
め
る
文
字
を
確
認
で
き
た
。

翁
（
１
）
作
者
の
万
借
と
い
う
の
は
人
物
名
と
し
て
は
不
思
議
な
字
配
り
と
響
き
（「
バ

ン
シ
ャ
ク
」
あ
る
い
は
「
マ
ン
シ
ャ
ク
」
か
）
で
あ
る
も
の
の
、
例
え
ば
伝
説
的
な
面
打
と

し
て
の
日
光
・
弥
勒
・
赤
鶴
や
夜
叉
・
小
牛
・
千
種
等
の
よ
う
に
通
称
を
用
い
る
も
の
や
、

厳
島
神
社
の
天
文
一
三
年
（
一
五
四
四
）
銘
翁
や
長
瀧
白
山
神
社
の
天
文
一
一
年
銘
翁
を
制

作
し
た
駿
河
国
住
人
の
酒
惣
の
よ
う
に
略
称
を
用
い
る
も
の
な
ど
が
あ
り（
４
）、
本
例
も
そ
う
し

た
名
乗
り
の
範
疇
と
い
え
る
。

卵
形
の
輪
郭
に
、
や
や
浅
め
で
は
あ
る
が
柔
ら
か
な
彫
り
口
の
皺
を
巡
ら
せ
た
上
品
な
老

翁
の
笑
相
で
、
形
式
化
に
よ
る
表
現
の
硬
直
が
見
ら
れ
ず
、
ま
た
材
の
厚
み
の
あ
る
よ
う
す

も
古
様
で
あ
り
、
古
い
彩
色
層
が
確
認
で
き
る
こ
と
も
含
め
、
制
作
時
期
は
室
町
時
代
に
遡

る
と
判
断
さ
れ
る
。
作
者
の
判
明
す
る
中
世
翁
面
の
新
た
な
事
例
と
し
て
、
重
要
な
情
報
を

提
供
す
る
も
の
と
い
え
る
。

三
番
叟
（
５
）
作
者
の
康
吉
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
宝
生
家
に
伝
来
す
る
猿
飛
出
（
重
要

文
化
財
）
を
製
作
し
た
同
名
の
人
物
に
つ
い
て
思
い
浮
か
ぶ
。
こ
れ
は
面
裏
額
か
ら
眉
間
に

か
け
て
「
治
部
法
眼
康
吉
（
花
押
）
作
之
」
と
記
さ
れ
る
も
の
で
、
治
部
法
眼
と
い
う
高
位

の
名
乗
り
や
達
筆
の
書
体
、良
質
な
材
を
使
用
す
る
こ
と
な
ど
他
の
猿
楽
面
と
の
違
い
か
ら
、

七
条
仏
師
康
永
の
前
代
に
あ
た
る
康
吉
（
こ
う
き
つ
）
の
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る（
５
）。

両
者
を
比
較
す
る
と
、
正
統
仏
所
の
仏
師
作
と
推
測
さ
れ
る
宝
生
家
猿
飛
出
が
、
そ
の
優

れ
た
彫
技
を
示
す
よ
う
に
細
か
な
抑
揚
で
肉
身
の
自
然
な
質
感
を
表
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
奈
良
豆
比
古
神
社
三
番
叟
は
老
翁
の
笑
相
を
、
あ
え
て
自
然
さ
を
後
退
さ
せ
、
例
え
ば

舞
楽
面
新
鳥
蘇
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
一
種
の
様
式
化
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ

り
、
表
現
の
傾
向
は
異
な
る
と
い
え
る
。
名
の
一
致
は
偶
然
と
み
な
し
て
お
く
べ
き
で
、
読

み
は
「
ヤ
ス
キ
チ
」「
ヤ
ス
ヨ
シ
」「
コ
ウ
キ
チ
」
等
と
な
ろ
う（
６
）。

三
番
叟
（
黒
色
尉
）
は
翁
（
白
色
尉
）
に
比
べ
、
ゆ
が
み
の
表
現
を
付
与
し
た
り
荒
々
し

く
彫
り
出
す
こ
と
で
、
神
の
も
ど
き
と
し
て
の
仮
面
の
原
初
性
を
保
持
す
る
と
い
え
る
が
、

本
面
の
場
合
は
様
式
化
さ
れ
た
笑
相
が
神
秘
性
の
表
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

三
番
叟
表
現
の
一
展
開
と
捉
え
ら
れ
る
。
数
少
な
い
作
者
銘
を
有
す
る
中
世
の
三
番
叟
と
し

て
、
そ
の
重
要
性
は
今
ま
で
以
上
に
高
ま
る
と
い
え
よ
う
。

２　

面
裏
の
番
号
に
つ
い
て

奈
良
豆
比
古
神
社
仮
面
群
の
う
ち
一
三
面
に
つ
い
て
、
目
視
お
よ
び
赤
外
線
撮
影
画
像
か

ら
面
裏
右
頬
部
の
墨
書
に
よ
る
番
号
の
書
き
入
れ
を
確
認
で
き
る
。
判
読
不
明
分
を
除
い
て

整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

 

「
二
」
翁
（
５
）　　
　
　
「
四
」
狐
（
19
）　　
　
　
「
七
」
小
面
（
13
）

 

「
八
」
尉
（
８
）　　
　
　
「
九
」
般
若
（
12
）　　
　
「
十
二
」
中
将
（
15
）　
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「
一
十
三
」
武
悪
（
18
）　
「
十
四
」
祖
父
（
17
）　　
「
十
五
」
翁
（
６
）

 
「
十
八
」
三
番
叟
（
20
）　
「
二
十
一
」
平
太
（
16
）　
「
二
十
四
」
怪
士
（
11
）

 

「
二
十
□
」
尉
（
９
）

把
握
で
き
た
も
の
で
は
二
か
ら
二
十
四
ま
で
の
漢
数
字
が
使
用
さ
れ
て
お
り
番
号
は
重
複

し
て
い
な
い
。
く
ず
し
方
や
線
の
太
さ
の
違
い
か
ら
筆
跡
は
二
手
ほ
ど
に
分
か
れ
る
が
、
い

ず
れ
も
面
裏
右
頬
に
記
入
す
る
点
は
共
通
す
る
。
ま
た
、
三
章
で
詳
述
す
る
作
風
を
等
し
く

す
る
仮
面
の
組
み
合
わ
せ
や
、能
面
か
狂
言
面
か
の
種
別
な
ど
と
順
序
は
関
連
し
て
お
ら
ず
、

配
列
の
意
図
は
う
か
が
え
な
い
。
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
番
号
の
書
き

入
れ
は
各
面
の
制
作
時
に
施
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
の
ち
に
管
理
の
た
め
に
付
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

明
治
二
四
年
（
一
八
九
三
）
に
作
成
さ
れ
た
奈
良
豆
比
古
神
社
の
「
什
宝
物
明
細
帳（
７
）」
に

は
宝
物
と
し
て
「
古
面　

弐
拾
五
面
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
現
在
所
蔵
さ
れ
る
仮
面
は
こ

こ
ま
で
見
て
き
た
と
お
り
二
〇
面
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
番
号
は
明
細
帳
の
記
録
を
裏
付
け

る
も
の
と
い
え
よ
う
。

続
い
て
、紐
穴
に
付
さ
れ
た
紙
縒
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
こ
ち
ら
は
最
大
で「
第

十
六
号
」
が
確
認
で
き
た
。
現
在
翁
舞
に
て
使
用
し
て
い
る
翁
（
１
～
３
）
お
よ
び
三
番
叟

（
５
）
を
除
い
た
仮
面
す
べ
て
に
付
さ
れ
て
い
る
。
怪
士
（
11
）・
祖
父
（
17
）・
乙
（
19
）

に
つ
い
て
は
番
号
が
不
明
で
あ
る
が
、
確
認
で
き
た
番
号
の
順
に
並
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。

 

「
一
」
癋
見
（
10
）　　
「
二
」
翁
（
４
）　　
　
「
三
」
尉
（
９
）

 

「
四
」
平
太
（
16
）　　
「
五
」
三
番
叟
（
６
）　
「
六
」
小
面
（
13
）

 

「
七
」
般
若
（
17
）　　
「
八
」
尉
（
８
）　　
　
「
十
」
曲
見
（
14
）

 

「
十
一
」
中
将
（
15
）　
「
十
三
」
武
悪
（
18
）　
「
十
五
」
狐
（
20
）

 

「
十
六
」
三
番
叟
（
７
）

番
号
不
明
の
先
の
三
面
は
「
九
」「
十
二
」「
十
四
」
の
い
ず
れ
か
の
番
号
が
あ
て
ら
れ
て

い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
第
十
六
号
の
三
番
叟
（
７
）
は
先
行
研
究
で
は
狂
言
面
の
祖
父

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
が
、
武
悪
と
狐
に
続
く
こ
と
か
ら
紙
縒
を
付
し
た
当
時
に
も
狂
言
面

と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
大
枠
と
し
て
、
能
面
、
狂
言
面
に
つ
い
て
は
区

別
し
て
い
る
の
で
、「
十
二
」「
十
四
」
が
祖
父
（
17
）・
乙
（
19
）
の
ど
ち
ら
か
で
、「
九
」

が
怪
士
（
11
）
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
配
列
を
見
る
限
り
、
能
面
を
鬼
神
面
や
女
面
な
ど
種
類
別
に
分
類
す
る
よ
う

な
意
図
は
う
か
が
え
な
い
。
た
だ
し
そ
の
中
で
、
早
く
か
ら
重
要
視
さ
れ
た
癋
見
が
第
一
号

に
す
え
ら
れ
、
特
に
古
様
で
秀
逸
な
造
形
の
翁
（
４
）
と
「
長
命
次
郎
大
夫
」
金
泥
銘
を
持

つ
尉
（
９
）
が
続
く
こ
と
は
当
社
の
仮
面
に
対
す
る
評
価
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

あ
る
い
は
近
代
以
降
に
、
何
ら
か
の
展
示
で
の
使
用
に
際
し
て
付
さ
れ
た
よ
う
な
可
能
性
も

考
え
て
お
き
た
い（
８
）。

面
裏
右
頬
の
番
号
が
少
な
く
と
も
一
九
世
紀
末
ま
で
二
五
面
の
仮
面
を
所
蔵
し
て
い
た
こ

と
の
裏
付
け
と
な
る
情
報
で
あ
る
。
そ
し
て
現
在
使
用
さ
れ
な
い
一
六
面
に
付
さ
れ
た
紙
縒

は
、
明
治
二
四
年
（
一
八
九
三
）
以
降
の
い
ず
れ
か
の
時
期
に
五
面
が
失
わ
れ
た
後
に
な
っ

て
、
銘
記
を
有
す
る
癋
見
や
尉
を
優
先
し
つ
つ
、
能
狂
言
面
を
分
け
た
整
理
が
な
さ
れ
た
履

歴
を
伝
え
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
番
号
も
、
仮
面
群
の
伝
来
を
検
討
す
る
上
で
貴
重
な
歴
史
の

痕
跡
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。
特
に
今
は
失
わ
れ
行
方
の
知
れ
な
い
五
面
に
つ
い
て
は
、
面

裏
右
頬
に
同
じ
字
体
の
番
号
が
記
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
捜
索
し
て
い
く
上
で

の
大
き
な
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。

三　

仮
面
群
の
分
析
と
そ
の
形
成
過
程

１　

翁
系
面
に
つ
い
て

現
在
二
〇
面
が
確
認
さ
れ
る
本
仮
面
群
が
い
か
に
し
て
奈
良
豆
比
古
神
社
に
集
積
さ
れ
た
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の
か
、
そ
の
事
情
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

例
え
ば
翁
（
白
色
尉
）
四
面
、
三
番
叟
（
黒
色
尉
）
三
面
か
ら
な
る
翁
系
仮
面
七
面
と
い

う
多
数
が
伝
来
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
翁
三
人
舞
の
存
在
か
ら
説
明
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る
が
、
一
方
で
三
番
叟
が
三
面
あ
る
こ
と
の
説
明
に
は
な
ら
ず
、
現
行
の
神
事
芸
能

か
ら
仮
面
群
の
成
立
過
程
を
逆
照
射
す
る
方
法
は
有
効
で
は
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
仮
面

自
体
の
情
報
か
ら
仮
面
群
を
分
析
し
分
類
し
て
い
く
こ
と
で
、
新
た
な
視
点
を
構
築
し
て
い

く
ほ
か
は
な
か
ろ
う
。
本
章
で
は
そ
う
し
た
個
別
の
仮
面
ご
と
の
比
較
を
行
い
、
仮
面
の
伝

来
史
に
わ
ず
か
に
で
も
迫
り
、
仮
面
群
が
語
る
歴
史
を
、
断
片
的
に
で
も
紡
い
で
み
る
こ
と

と
し
た
い
。

ま
ず
翁
四
面
、
三
番
叟
三
面
に
つ
い
て
、
従
来
こ
れ
ら
の
一
具
性
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る

こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
二
組
に
つ
い
て
は
翁
・
三
番
叟
の
表
現
の
一
致
を
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
た
。
翁
（
２
）
と
三
番
叟
（
６
）
は
、
幅
の
大
き
な
冠
（
烏
帽
子
）
と
、
目
尻
の
皺
と

そ
の
上
方
の
皺
の
二
本
が
額
に
向
か
っ
て
大
き
く
曲
が
っ
て
い
く
表
現
、
側
面
か
ら
み
た
鼻

の
立
体
表
現
に
共
通
点
が
あ
り
、
三
番
叟
が
表
裏
と
も
に
故
意
に
荒
く
仕
上
げ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
た
上
で
な
お
、
両
面
の
様
式
は
一
致
す
る
と
い
え
る
。

も
う
一
組
、
翁
（
３
）
と
三
番
叟
（
７
）
は
、
額
か
ら
眉
間
に
か
け
て
、
ほ
と
ん
ど
う
ね

り
の
な
い
や
や
丸
み
を
帯
び
た
皺
が
各
八
本
（
冠
を
含
む
）
ず
つ
整
然
と
並
ぶ
表
現
、
眉
と

口
髭
を
朱
と
白
の
線
で
描
き
出
す
仕
上
げ
、
面
裏
の
材
質
と
墨
塗
り
の
仕
上
げ
が
一
致
し
て

い
る
。
な
お
三
番
叟
（
７
）
の
目
は
父
尉
の
も
の
で
あ
り
、
本
来
父
尉
で
あ
っ
た
仮
面
を
後

世
に
黒
塗
り
し
て
三
番
叟
と
し
た
可
能
性
が
高
い
が
（
た
だ
し
転
換
時
期
も
中
世
～
近
世
初

頭
ま
で
遡
る
か
）、
い
ず
れ
に
せ
よ
一
具
性
に
疑
い
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
こ
れ
ら
翁
系
面
の
う
ち
二
組
四
面
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
成
立
し

た
翁
・
三
番
叟
が
、
あ
る
段
階
で
奈
良
豆
比
古
神
社
に
集
め
ら
れ
、
そ
の
う
ち
翁
の
み
が
万

借
作
翁
（
１
）
と
康
吉
作
三
番
叟
（
５
）
と
と
も
に
翁
舞
に
用
い
ら
れ
、
三
番
叟
（
６
）
と

三
番
叟
（
７
）
は
同
社
の
祭
礼
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
が
理
解
さ
れ
る
。

現
状
用
途
の
な
い
二
面
の
三
番
叟
で
あ
る
が
、
彩
色
の
剥
落
や
擦
れ
な
ど
使
用
痕
跡
が
明

確
に
確
認
で
き
、
い
ず
れ
か
の
翁
猿
楽
に
て
長
期
間
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ
れ
ら
三
番
叟
と
対
と
な
る
翁
面
に
つ
い
て
も
、
も
と
も

と
翁
三
人
舞
の
た
め
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
翁
三

人
舞
に
つ
い
て
は
、
近
世
の
春
日
社
薪
猿
楽
・
若
宮
祭
に
お
け
る
宝
生
・
金
春
・
金
剛
三
座

年
預
衆
に
よ
る
三
座
立
合
の
翁
を
も
と
に
し
て
、
そ
れ
を
模
倣
し
た
形
式
と
す
る
有
力
な
見

解
が
あ
る（
９
）。
新
た
に
翁
三
人
舞
へ
と
移
行
す
る
際
に
、
同
社
に
中
世
の
翁
・
三
番
叟
が
集
め

ら
れ
た
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
ま
で
に
集
約
さ
れ
て
い
た
翁
面
を
活
用
し
て
翁
三
人
舞
に
移
行

し
た
の
か
、
そ
の
ど
ち
ら
で
あ
っ
た
か
は
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
こ
こ
で
整

理
し
て
示
し
た
よ
う
な
仮
面
の
伝
来
状
況
は
、
一
人
翁
か
ら
三
人
翁
へ
の
移
行
と
い
う
状
況

と
も
矛
盾
せ
ず
、
奈
良
豆
比
古
神
社
翁
舞
の
芸
態
変
遷
の
実
態
を
仮
面
の
側
か
ら
も
補
強
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
で
は
残
る
一
面
、
現
行
の
翁
舞
に
は
全
く
関
わ
ら
な
い
翁
（
４
）
は
い
か
な
る
意
味

を
有
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
面
は
、
他
と
比
べ
て
幅
の
広
い
丸
み
を
帯
び
た
輪
郭
を

有
し
、
鼻
梁
が
細
く
鷲
鼻
に
表
さ
れ
た
鼻
は
、
一
般
的
な
翁
面
と
は
軌
を
一
に
し
な
い
独
特

の
趣
が
あ
る
。
お
お
ら
か
で
風
格
が
あ
っ
て
、
円
満
な
寿
ぎ
の
表
情
に
優
れ
て
お
り
、
堅
実

な
彫
技
も
あ
い
ま
っ
て
仮
面
群
中
に
お
い
て
最
も
洗
練
さ
れ
た
出
来
映
え
を
示
し
て
い
る
。

翁
面
が
、
中
央
国
家
儀
礼
の
雛
形
と
し
て
修
正
会
の
浸
透
と
と
も
に
全
国
に
伝
播
し
、
農

耕
儀
礼
と
結
び
つ
い
て
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
っ
た
ゆ
え
に
仮
面
自
体
の
造
形
も
一
様
で

あ
る
と
す
る
見
解
が
あ
る（

（1
（

。
こ
の
考
え
方
に
お
い
て
は
、
翁
面
は
最
初
に
造
形
化
さ
れ
た
時

を
ピ
ー
ク
に
、
そ
れ
を
規
範
と
し
て
模
倣
さ
れ
、
表
現
は
形
式
化
の
一
途
を
た
ど
る
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
こ
の
翁
（
４
）
の
洗
練
さ
れ
た
出
来
映
え
と
、
後
世
の
翁
面
に
踏
襲
さ
れ
な

か
っ
た
鼻
梁
の
細
い
鷲
鼻
表
現
が
同
居
す
る
あ
り
よ
う
を
、
定
形
か
ら
逸
脱
し
て
独
自
性
を

獲
得
し
た
地
方
的
表
現
と
位
置
づ
け
る
こ
と
に
は
躊
躇
さ
れ
る
。

翁
と
い
う
神
の
化
現
が
表
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
先
行
す
る
同
種
の
仮
面
の
規
範
性
は



−　−11

強
固
で
は
あ
っ
て
も
、
様
式
の
固
定
化
以
前
の
段
階
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
神
ら
し
さ
の
表
現
が

模
索
さ
れ
た
こ
と
を
、
本
面
は
示
し
て
い
る
と
捉
え
た
い
。
ま
た
そ
れ
こ
そ
が
中
世
仮
面
の

魅
力
と
い
え
よ
う
。
本
面
は
、
翁
面
表
現
の
豊
か
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
示
す
、
南
北
朝
時

代
～
室
町
時
代
前
期
ご
ろ
ま
で
遡
り
う
る
、
大
和
地
域
を
代
表
す
る
翁
面
の
古
例
と
評
価
し

て
お
き
た
い
。
奈
良
豆
比
古
神
社
仮
面
群
中
、
最
も
古
い
資
料
の
可
能
性
が
あ
る
。

な
お
、『
平
城
坊
目
考
』
巻
三
奈
良
神
社
条
に
「
古
老
云
観
世
又
三
郎
初
て
勧
進
能
の
時

翁
の
面
装
束
等
借
用
す
、
是
往
古
よ
り
散
楽
の
面
于
今
存
す
か
故
な
り
と
そ
」
と
あ
る
。
ま

た
「
大
和
国
添
上
郡
奈
良
奈
良
坂
村
旧
記（

（1
（

」
で
は
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
京
糺
原
勧
進
能

で
音
阿
弥
が
当
社
の
父
王
翁
清
男
黒
男
三
面
を
借
り
、
将
軍
が
仮
面
を
取
り
寄
せ
御
覧
に

な
っ
た
旨
が
記
さ
れ
る
。
後
者
は
近
世
に
お
い
て
翁
三
人
舞
と
な
っ
た
後
に
内
容
を
改
変
し

て
成
立
し
た
一
種
の
縁
起
と
い
え
る
が
、
前
者
の
観
世
又
三
郎
（
音
阿
弥
、
一
三
九
八
～

一
四
六
七
）
が
翁
面
と
装
束
を
借
用
し
た
と
い
う
内
容
に
は
そ
の
三
人
舞
の
要
素
が
見
ら
れ

ず
、
よ
り
古
い
伝
承
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
こ
の
伝
承
に
事
実
が
含
ま
れ
て
い
る

な
ら
ば
、
音
阿
弥
が
借
用
し
た
と
い
う
の
は
あ
る
い
は
こ
の
翁
（
４
）
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
も
想
像
さ
れ
る
。
本
面
の
優
れ
た
出
来
映
え
を
考
え
れ
ば
、
こ
う
し
た
伝
承
と
の
一

定
の
整
合
性
は
あ
る
と
い
え
、
参
考
に
供
し
て
お
き
た
い
。

２　

猿
楽
面
（
能
面
・
狂
言
面
）
に
つ
い
て

翁
面
以
外
に
つ
い
て
も
、
一
具
性
を
把
握
で
き
る
仮
面
が
含
ま
れ
る
。
ま
ず
尉
（
８
）
と

中
将
（
15
）
は
と
も
に
整
っ
て
堅
実
な
出
来
映
え
を
見
せ
る
が
、
面
裏
の
用
材
の
色
味
や
年

輪
表
現
が
共
通
し
一
具
と
判
断
さ
れ
る
。
小
面
（
13
）
と
平
太
（
16
）
は
と
も
に
面
裏
額
部

に
三
星
の
符
丁
を
有
し
（
詳
細
に
つ
い
て
は
次
章
で
検
討
す
る
）、
目
鼻
周
辺
の
刳
り
抜
き

方
な
ど
が
一
致
し
、
面
裏
を
墨
で
塗
る
処
理
も
共
通
す
る
。
そ
し
て
祖
父
（
17
）
と
乙

（
19
）
は
左
目
の
形
状
や
彩
色
、
面
裏
の
材
質
や
刳
り
方
が
類
似
し
て
い
て
一
具
と
判
断
さ

れ
る
。

な
お
、
応
永
二
〇
年
（
一
四
一
三
）
銘
を
有
す
る
癋
見
（
10
）
と
長
命
次
郎
大
夫
銘
を
有

す
る
尉
（
９
）
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
同
一
作
者
、
あ
る
い
は
近
い
人
物
の
作
で
あ
る
と
す
る

見
解
が
あ
る（

（1
（

。
尉
（
９
）
も
製
作
時
期
が
室
町
時
代
に
遡
る
古
面
で
あ
る
が
、
両
面
を
結
び

つ
け
る
上
で
の
根
拠
と
さ
れ
る
の
が
、
木
地
に
紙
貼
り
し
て
彩
色
す
る
「
紙
彩
色
」
技
法
の

共
通
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
回
改
め
て
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
尉
（
９
）
に
は
紙
貼

の
形
跡
が
確
認
で
き
ず
、
癋
見
（
10
）
に
つ
い
て
も
、
頭
頂
や
や
左
か
ら
左
目
中
央
に
至
る

割
損
部
の
表
裏
に
幅
一
㎝
ほ
ど
の
紙
貼
は
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
は
製
作
当
初
の
も

の
で
は
な
く
、
後
の
修
理
時
に
割
れ
た
部
位
に
施
さ
れ
た
補
強
用
の
素
材
と
判
断
さ
れ
た
。

作
風
と
し
て
は
、
現
行
の
癋
見
面
表
現
と
は
異
な
る
自
由
な
造
形
の
癋
見
（
10
）
に
対
し
て

尉
（
９
）
に
は
定
形
を
逸
脱
し
な
い
堅
実
さ
が
あ
っ
て
、
作
者
は
異
な
る
も
の
と
判
断
し
て

お
き
た
い
。

こ
れ
ら
の
仮
面
（
能
・
狂
言
面
）
群
は
、
や
や
顔
の
細
い
尉
（
８
）、
笑
相
を
強
調
し
た

尉
（
９
）、癋
見
（
10
）、怪
士
（
11
）、般
若
（
12
）、小
面
（
13
）、曲
見
（
14
）、中
将
（
15
）、

平
太
（
16
）、
祖
父
（
17
）、
武
悪
（
18
）、
乙
（
19
）、
狐
（
20
）
と
同
じ
種
類
の
仮
面
が
重

な
ら
ず
、
か
つ
能
・
狂
言
の
幅
広
い
演
目
に
対
応
し
う
る
構
成
で
あ
る
こ
と
で
、
飛
出
や
怨

霊
系
な
ど
足
り
な
い
分
に
つ
い
て
は
、
明
治
時
代
以
降
に
流
出
し
た
五
面
の
う
ち
に
含
ま
れ

て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
が
別
々
に
奉
納
さ
れ
た
の
で
は
な

く
、
か
つ
て
実
際
の
演
能
に
使
用
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
、
い
ず
れ
か
の
演
能
集
団
の
差

配
の
も
と
で
形
成
さ
れ
た
仮
面
群
と
の
判
断
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
か
つ
明
確
に
江
戸
時
代
に

製
作
時
期
が
降
る
と
い
え
る
仮
面
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ら
仮
面
群
が
中
近
世

移
行
期
ご
ろ
ま
で
に
は
形
成
さ
れ
、
そ
の
後
は
変
動
が
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
も
見
え
て
く

る
。奈

良
豆
比
古
神
社
で
の
翁
舞
が
、
一
八
世
紀
の
段
階
で
は
す
で
に
専
業
の
太
夫
で
は
な
く

住
民
（
所
ノ
者
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が（

（1
（

、
能
・
狂
言
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面
に
つ
い
て
も
、
中
近
世
移
行
期
ご
ろ
ま
で
に
仮
面
群
が
形
成
さ
れ
て
以
降
、
専
業
の
猿
楽

役
者
に
よ
る
演
能
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
奈
良
豆
比
古
神
社
仮
面
群
を
分
析
す
る
と
、
特
に
猿
楽
面
（
能
面
・
狂
言

面
）
に
つ
い
て
は
、
本
来
は
い
ず
れ
か
の
演
能
集
団
の
関
与
の
も
と
で
形
成
さ
れ
た
仮
面
群

と
理
解
さ
れ
た
。
そ
れ
が
い
か
な
る
集
団
で
あ
る
の
か
、
特
に
三
星
符
丁
を
伴
う
仮
面
に
注

目
し
て
、
次
章
で
確
認
し
た
い
。

四　

奈
良
豆
比
古
神
社
仮
面
群
と
長
命
猿
楽

１　

面
打
「
ダ
ン
マ
ツ
マ
」
推
定
仮
面
の
比
較
検
討

小
面
（
13
）
と
平
太
（
16
）
に
は
面
裏
額
部
に
小
さ
な
円
形
三
つ
を
三
角
形
状
に
配
し
た

符
丁
が
刻
ま
れ
る
。
各
円
形
は
わ
ず
か
に
削
っ
て
窪
み
、
中
央
に
は
刺
突
痕
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
ね
ず
み
錐
の
よ
う
な
道
具
を
用
い
て
穿
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
二
面
に
見
ら
れ
る
符
丁
に
つ
い
て
後
藤
淑
氏
は
、
江
戸
時
代
初
期
の
狂
言
師
・
大
蔵

虎
明
が
著
し
た
『
わ
ら
ん
べ
草
』
に
「
だ
ん
ま
つ
ま　

狂
言
面
の
作
。
是
は
長
命
徳
右
衛
門

お
ぢ
也
。
面
の
内
に
三
星
あ
り
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
れ
に
該
当
す
る
な
ら
ば
「
ダ

ン
マ
ツ
マ
」
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
「
長
命
次
郎
大
夫
」
金
泥
銘
の
あ
る
尉

（
９
）と
も
関
連
す
る
可
能
性
を
提
示
し
た（

（1
（

。
か
つ
喜
多
古
能
が
著
し
た『
面
目
利
書
』に「
ダ

ン
マ
ツ
マ　

彩
色
細
に
光
沢
な
く
柔
に
て
福
来
の
如
く
な
る
物
多
し
、
至
て
堅
く
光
沢
も
あ

り
、
出
来
替
り
も
あ
り
、
裏
は
鉋
目
荒
く
赤
鶴
に
似
て
弥
荒
し
、
日
光
・
弥
勒
の
類
に
似
た

り
、
但
目
の
裏
四
角
に
取
た
る
な
り
、
是
を
「
ダ
ン
マ
ツ
マ
」
の
証
と
す
る
な
り
」
と
あ
る

こ
と
も
示
し
、
同
様
の
符
丁
を
持
つ
も
の
と
し
て
岐
阜
県
関
市
春
日
神
社
の
女
面
を
挙
げ
て

い
る
。

関
市
春
日
神
社
の
女
面
は
、面
長
二
一
・
三
㎝
、面
幅
一
三
・
五
㎝
、面
奥
六
・
八
㎝
を
測
り
、

ヒ
ノ
キ
ま
た
は
サ
ワ
ラ
材
の
板
目
を
用
い
た
室
町
～
安
土
桃
山
時
代
（
一
六
世
紀
）
の
製
作

で
、
符
丁
に
関
し
て
は
「
面
裏
額
の
位
置
に
三
角
に
小
円
形
（
中
央
が
深
い
二
重
）
を
三
つ

並
べ
る
。
面
打
ダ
ン
マ
ツ
マ
の
作
で
あ
る
こ
と
を
示
す
印
と
さ
れ
る
」
と
報
告
さ
れ
る（

（1
（

。
面

裏
は
素
地
仕
上
げ
と
し
、
瞳
穴
を
四
角
形
に
開
け
て
い
る
。

こ
の
両
社
の
面
が
同
じ
ダ
ン
マ
ツ
マ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
同
じ
若
い
女
の
面
で
あ

る
奈
良
豆
比
古
神
社
の
小
面
（
13
）
と
関
市
春
日
神
社
の
女
面
の
造
形
に
つ
い
て
比
較
し
て

検
討
し
て
お
き
た
い
。
以
下
本
節
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
小
面
」（
図
１
）、「
女
面
」（
図
２
）
と

表
記
し
て
区
別
す
る
。

ま
ず
正
面
か
ら
輪
郭
を
観
察
す
る
と
、「
小
面
」
は
や
や
下
膨
れ
の
楕
円
形
で
顎
は
丸
み

を
帯
び
る
。「
女
面
」
は
額
の
周
縁
が
や
や
角
ば
り
頭
の
鉢
が
広
い
印
象
で
あ
り
、
頬
の
側

面
か
ら
顎
に
か
け
て
鋭
角
な
輪
郭
を
描
く
。
特
に
頬
以
下
の
輪
郭
に
注
目
す
る
と
「
小
面
」

は
半
円
、「
女
面
」
は
逆
三
角
に
近
い

と
い
う
違
い
が
あ
る
。

目
の
表
現
に
も
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色

が
見
ら
れ
る
。「
小
面
」
の
瞳
穴
は
丸

く
穿
た
れ
、
目
の
下
縁
は
山
な
り
で

あ
る
。
こ
の
下
縁
は
目
頭
か
ら
目
尻

に
か
け
て
跳
ね
上
が
る
よ
う
な
円
弧

と
な
っ
て
い
て
笑
相
が
強
調
さ
れ
た

独
特
な
表
情
を
生
み
出
し
て
い
る
。

一
方
の
「
女
面
」
は
瞳
穴
を
四
角
く

穿
ち
目
の
下
縁
を
直
線
と
す
る
。
ま

た
、
両
面
と
も
瞼
に
線
を
刻
ん
で
ふ

た
え
と
す
る
が
、「
小
面
」
で
は
上
縁

に
一
定
の
幅
で
線
が
沿
う
の
に
対
し

図１　奈良豆比古神社小面図２　春日神社女面
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て
「
女
面
」
で
は
目
尻
に
至
る
に
つ
れ
て
外
側
へ
向
け
て
線
が
跳
ね
上
が
る
。

続
い
て
右
側
面
か
ら
観
察
す
る
。
ま
ず
頭
頂
か
ら
眉
間
に
至
る
立
体
表
現
は
「
小
面
」
で

は
な
め
ら
か
な
曲
線
で
あ
る
。
こ
れ
に
比
し
て
「
女
面
」
は
頭
頂
～
眼
ま
で
の
円
弧
が
膨
ら

み
、
額
付
近
と
眉
間
で
曲
線
が
や
や
変
化
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
鼻
先
の
彩
色
が
剥
落
し
て

い
て
、「
小
面
」
は
鼻
梁
の
上
方
か
ら
、「
女
面
」
で
は
鼻
梁
の
中
ほ
ど
か
ら
鼻
先
に
向
け
て

丸
み
を
つ
け
て
お
り
印
象
が
異
な
る
。
ま
た
「
女
面
」
は
小
鼻
の
膨
ら
み
に
わ
ず
か
な
抑
揚

が
あ
る
。
上
唇
と
下
唇
の
位
置
関
係
を
比
較
す
る
と
、「
小
面
」
は
下
唇
が
上
唇
よ
り
前
方

に
出
て
い
る
の
に
対
し
、「
女
面
」は
上
唇
の
先
が
下
唇
の
先
に
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
位
置
す
る
。

唇
の
表
現
に
つ
い
て
は
、「
小
面
」
で
は
上
唇
に
厚
み
が
な
く
、「
女
面
」
で
は
人
中
線
を
境

に
上
唇
の
左
右
に
山
を
描
く
よ
う
な
輪
郭
で
縁
取
り
、
下
唇
は
肉
厚
が
あ
っ
て
抑
揚
を
付
け

て
い
る
。

奈
良
豆
比
古
神
社
の
「
小
面
」
は
丸
い
瞳
穴
や
目
の
下
縁
を
強
く
曲
げ
る
点
な
ど
に
独
特

の
個
性
が
あ
る
が
、
全
体
的
に
は
下
膨
れ
の
輪
郭
や
二
重
顎
に
し
下
唇
を
前
に
出
す
な
ど
現

行
の
小
面
に
近
い
形
式
を
持
つ
と
言
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
関
市
春
日
神
社
の
「
女
面
」
は

頭
の
鉢
を
広
く
し
て
額
、
鼻
梁
、
唇
な
ど
に
抑
揚
を
持
た
せ
る
こ
と
で
よ
り
生
彩
に
富
ん
だ

表
現
を
得
て
お
り
、
小
面
の
表
現
が
形
式
化
す
る
以
前
の
女
面
と
判
断
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
両
面
の
作
風
に
は
明
確
な
違
い
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
す
な
わ
ち
と
も

に
よ
く
似
た
三
星
符
丁
を
有
す
る
も
の
の
、
作
者
は
異
な
る
も
の
と
結
論
さ
れ
る
。

あ
ら
た
め
て
各
面
の
三
星
符
丁
を
観
察
す
る
と
、
平
太
で
は
左
下
の
小
円
が
左
側
に
ず
れ

て
位
置
し
て
お
り
、「
小
面
」
に
も
わ
ず
か
に
左
に
ず
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
一
方
で
「
女
面
」

で
は
右
下
の
小
円
が
や
や
右
側
へ
配
さ
れ
る
が
ほ
と
ん
ど
正
三
角
形
で
あ
る
。
経
年
劣
化
の

影
響
も
あ
る
が
、
小
円
の
刻
み
方
に
つ
い
て
も
「
小
面
」・
平
太
に
比
し
て
「
女
面
」
の
小

円
中
央
の
穴
の
周
囲
は
深
め
に
彫
り
く
ぼ
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
大
き
さ
も
、
奈
良
豆
比
古

神
社
の
二
面
の
符
丁
の
方
が
少
し
大
き
い
。
符
丁
を
刻
ん
だ
人
物
の
癖
や
道
具
の
違
い
を
反

映
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

２　

仮
面
群
の
形
成
と
長
命
猿
楽

奈
良
豆
比
古
神
社
の
三
星
符
丁
を
有
す
る
小
面
（
13
）
と
平
太
（
16
）
が
、
面
打
「
ダ
ン

マ
ツ
マ
」
の
真
作
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
異
な
る
の
か
に
つ
い
て
、
現
在
得
ら
れ
る
限
ら

れ
た
資
料
や
情
報
か
ら
判
断
す
る
に
は
至
ら
ず
、
留
保
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
三
星
符

丁
が
施
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
、
仮
面
群
の
性
格
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
情
報
を

提
供
し
て
い
る
と
い
え
る
。
表
章
氏
に
よ
る
長
命
猿
楽
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら（

（1
（

、
確
認
し
て

お
き
た
い
。

奈
良
豆
比
古
神
社
の
尉
（
９
）
に
は
面
裏
に
「
長
命
次
郎
大
夫
」
と
い
う
金
泥
銘
が
記
さ

れ
る
。
長
命
姓
の
猿
楽
は
南
山
城
に
本
拠
地
を
持
っ
た
山
城
猿
楽
の
系
統
で
あ
り
、
そ
の
流

れ
を
汲
む
と
推
測
さ
れ
る
長
命
茂
兵
衛
家
は
明
治
初
年
ま
で
南
都
両
神
事
で
金
春
座
年
預
を

勤
め
、
猿
楽
と
い
う
生
業
を
継
承
し
て
い
た
。
長
命
次
郎
大
夫
は
、
大
蔵
虎
明
の
『
明
暦
堺

七
堂
狂
言
芝
居
』
に
よ
れ
ば
、
天
正
二
〇
年
（
一
五
九
二
）
九
月
十
八
日
・
十
九
日
に
山
城

の
和
岐
神
社
で
行
わ
れ
た
大
蔵
道
春
（
虎
明
の
祖
父
に
あ
た
る
）
の
勧
進
狂
言
の
〈
式
三
番
〉

の
翁
を
勤
め
、
ま
た
『
わ
ら
ん
べ
草
』
の
草
稿
『
む
か
し
が
た
り
』
な
ど
か
ら
、
長
命
次
郎

大
夫
を
名
乗
る
役
者
が
虎
明
の
時
代
ま
で
に
少
な
く
と
も
三
代
は
続
い
た
と
さ
れ
る
。
長
命

次
郎
大
夫
が
率
い
た
猿
楽
は
の
ち
に
大
和
四
座
で
あ
る
金
剛
座
に
ツ
レ
役
と
し
て
合
流
し
、

長
命
茂
兵
衛
家
と
は
別
に
幕
末
ま
で
命
脈
を
保
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
大
蔵
道
春
の
勧
進
狂
言
に
参
加
し
た
だ
け
で
な
く
、
長
命
次
郎
大
夫
は
金
剛
座
に

属
し
た
後
に
も
金
春
座
狂
言
方
大
蔵
家
と
は
親
密
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
道
春
の
五
十
回
忌
に

あ
た
る
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
に
子
の
大
蔵
虎
清
が
主
催
し
た
奈
良
で
の
勧
進
猿
楽
で
も

長
命
次
郎
大
夫
が
能
の
大
夫
と
し
て
起
用
さ
れ
（
般
若
窟
文
庫
『
江
戸
初
期
能
組
控
』）、
さ

ら
に
表
氏
は
道
春
の
末
娘
が
長
命
次
郎
大
夫
の
妻
だ
と
す
る
伝
承
が
あ
る
こ
と
か
ら
姻
戚
関

係
も
想
定
さ
れ
、
山
城
・
和
岐
神
社
が
所
在
す
る
平
尾
に
道
春
が
住
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
長

命
と
大
蔵
の
関
係
が
か
な
り
早
く
か
ら
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
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加
え
て
表
氏
は
観
世
座
狂
言
方
の
鷺
流
と
長
命
次
郎
大
夫
家
の
縁
が
深
か
っ
た
こ
と
を

『
わ
ら
ん
べ
草
』
八
十
段
と
慶
長
年
間
当
時
の
番
組
を
元
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。『
わ
ら
ん

べ
草
』
で
鷺
の
本
名
は
長
命
と
さ
れ
、
こ
れ
は
「
今
の
次
郎
大
夫
お
う
ぢ
の
子
か
た
に
な
り

て
、
名
字
を
も
ら
ふ
」
こ
と
に
よ
っ
た
と
虎
明
は
記
す
。
慶
長
一
九
年
（
一
六
一
四
）
に
宝

生
座
か
ら
観
世
座
に
転
じ
た
鷺
仁
右
衛
門
宗
玄
（
一
五
六
〇
～
一
六
五
〇
）
が
一
時
期
「
長

命
伊
右
衛
門
」「
鷺
大
夫
」
と
い
う
二
つ
の
名
字
を
用
い
て
い
て
、「
長
命
」
を
称
す
る
こ
と

は
狂
言
役
者
と
し
て
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
り
、
長
命
猿
楽
が
狂
言
史
の
上
で
重
要
な
位
置
を

占
め
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
天
野
文
雄
氏
は
奈
良
豆
比
古
神
社
の
翁
舞
詞
章
に
つ
い
て
金
春
座
年
預
の
詞
章
に
影

響
さ
れ
た
も
の
と
分
析
し
て
い
る（

（1
（

。
前
述
の
と
お
り
金
春
座
年
預
に
は
南
山
城
を
中
心
に
舞

場
を
有
し
た
長
命
茂
兵
衛
家
が
含
ま
れ
、
南
都
両
神
事
で
は
明
治
初
期
ま
で
千
歳
と
三
番
叟

を
担
当
し
て
い
た
。
長
命
次
郎
大
夫
家
と
長
命
茂
兵
衛
家
の
関
係
を
明
確
に
す
る
史
料
に
恵

ま
れ
な
い
も
の
の
、
奈
良
豆
比
古
神
社
を
基
点
に
す
れ
ば
両
者
に
関
係
が
あ
っ
た
と
見
る
こ

と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

奈
良
豆
比
古
神
社
の
周
辺
、
古
く
東
山
中
と
呼
ば
れ
た
大
和
高
原
地
域
の
社
寺
に
は
古
様

な
猿
楽
面
・
翁
系
面
が
複
数
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
狂
言
面
と
見
な
せ
る
も
の
は
奈
良
市
大
保

町
八
坂
神
社
に
伝
来
し
た
痩
男
と
、
尉
の
一
種
と
し
て
現
状
扱
わ
れ
て
い
る
仮
面
の
二
面
の

み
で（

（1
（

、
奈
良
県
内
で
は
他
に
天
河
大
辯
財
天
社
の
祖
父
面
が
確
認
で
き
る
に
す
ぎ
な
い（

（1
（

。
狂

言
は
能
と
比
べ
て
仮
面
を
用
い
な
い
演
目
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
た
め
、
奈
良
豆
比
古
神
社
の

仮
面
群
に
祖
父
、
武
悪
、
乙
、
狐
の
四
面
の
狂
言
面
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
本
仮
面
群
の
性

格
を
示
す
大
き
な
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
長
命
次
郎
大
夫
家
と
大
蔵
家
の
関
係
が
深
い
こ
と
、
か
つ
先
に
確
認
し
て
い

た
よ
う
に
大
蔵
虎
明
の
『
わ
ら
ん
べ
草
』
で
ダ
ン
マ
ツ
マ
が
「
狂
言
面
の
作
。
長
命
徳
右
衛

門
お
ぢ
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
狂
言
面
四
面
が
奈
良
豆
比
古
神
社
に
伝
来
し
て
い
る

こ
と
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
小
面
と
平
太
に
ダ
ン
マ
ツ
マ
ゆ
か
り
の
三
星
符
丁
が
刻
ま
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は（
そ
れ
が
当
初
の
符
丁
で
あ
っ
て
も
、後
入
れ
の
符
丁
で
あ
っ
て
も
）、

こ
れ
ら
仮
面
群
を
形
成
し
使
用
し
た
演
能
集
団
が
長
命
猿
楽
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
重
要
な

手
が
か
り
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
よ
う
。
あ
る
い
は
、符
丁
を
付
し
て
い
な
い
狂
言
面
の
中
に
、

狂
言
面
の
名
手
で
あ
る
ダ
ン
マ
ツ
マ
が
手
が
け
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て

も
、
考
慮
し
て
よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
奈
良
豆
比
古
神
社
の
仮
面
群
に
つ
い
て
、
美
術
史
的
方
法
に
よ
る
仮
面
自
体

の
情
報
把
握
を
も
と
に
、
そ
の
法
量
・
形
状
・
品
質
構
造
等
の
基
礎
情
報
と
図
版
及
び
赤
外

線
画
像
を
紹
介
し
、
新
た
に
確
認
さ
れ
た
仮
面
製
作
者
の
銘
記
と
、
墨
書
き
さ
れ
た
番
号
の

整
理
に
基
づ
く
か
つ
て
の
仮
面
数
な
ど
伝
来
状
況
に
つ
い
て
提
示
し
た
。
そ
の
上
で
、
こ
れ

ら
仮
面
群
に
つ
い
て
、
製
作
環
境
を
同
じ
く
す
る
仮
面
の
同
定
作
業
に
基
づ
き
整
理
し
、
翁

面
の
集
約
の
あ
り
方
が
翁
舞
の
芸
態
の
変
遷
と
も
重
な
る
こ
と
、
猿
楽
面
が
い
ず
れ
か
の
演

能
集
団
の
も
と
で
形
成
さ
れ
た
仮
面
群
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
演
能
集
団
が
長
命
猿
楽

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

な
お
検
討
の
及
ば
な
い
こ
と
も
多
い
が
、
仮
面
を
通
じ
た
地
域
史
の
一
断
面
を
、
わ
ず
か

な
が
ら
も
叙
述
し
た
。
今
後
、
近
代
期
ご
ろ
に
散
逸
し
た
と
み
ら
れ
る
五
面
の
仮
面
の
追
跡

を
含
め
、
さ
ら
な
る
資
料
を
博
捜
し
、
奈
良
豆
比
古
神
社
と
奈
良
坂
の
歴
史
の
再
構
築
に
貢

献
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

注（
１
）
山
路
興
造
「
奈
良
豆
比
古
神
社
の
翁
舞
」（
日
本
青
年
館
公
益
事
業
部
編
『
民
俗
芸
能
』
七
〇
、

一
九
八
九
年
）、
西
瀬
英
紀
「
語
り
の
翁
と
ひ
と
り
翁
―
民
俗
芸
能
の
翁
研
究
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
芸

能
史
研
究
』
一
〇
九
、一
九
九
〇
年
）、天
野
文
雄
「
奈
良
豆
比
古
神
社
の
翁
舞
の
詞
章
― 

年
預
の
《
翁
》
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詞
章
の
系
譜
―
」（
同
『
翁
猿
楽
研
究
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
。

（
２
）
奈
良
豆
比
古
神
社
の
仮
面
に
言
及
す
る
主
な
文
献
は
次
の
通
り
。
癋
見
面
は
全
て
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

も
の
の
、
他
の
仮
面
に
つ
い
て
は
一
部
を
紹
介
す
る
に
と
ど
ま
り
、
全
て
の
仮
面
図
版
を
掲
載
す
る
の

は
⑯
⑱
⑳
で
あ
る
。

	

　

①
京
都
国
立
博
物
館
『
日
本
の
仮
面
』（
眞
陽
社
、
一
九
五
五
年
）

	

　

②
奈
良
県
教
育
委
員
会
編
集
発
行
『
奈
良
県
指
定
文
化
財
第
一
集
』（
一
九
五
六
年
）

	

　

③
小
林
剛
「
室
町
時
代
の
能
面
」（『
文
学
』
二
五
、一
九
五
七
年
）

	

　

④
中
村
保
雄
「
奈
良
豆
比
古
神
社
の
能
面
」『
観
世
』
二
九
―
二
、一
九
六
二
年
）

	

　

⑤
後
藤
淑
『
能
面
史
研
究
序
説
』（
明
善
堂
書
店
、
一
九
六
四
年
）

	

　

⑥
京
都
国
立
博
物
館
『
特
別
展
覧
会
『
能
面
と
能
装
束
』
目
録
及
び
解
説
』（
光
琳
社
、一
九
六
四
年
）

	

　

⑦
京
都
国
立
博
物
館
『
能
面
選
』（
光
琳
社
、
一
九
六
五
年
）

	

　

⑧
金
子
良
運
『
日
本
の
面
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
六
年
）

	

　

⑨
川
島
将
生
「
奈
良
豆
比
古
神
社
の
翁
舞
」（『
藝
能
史
研
究
』
二
四
、一
九
六
九
年)

	

　

⑩
田
辺
三
郎
助
ほ
か
編
『
原
色
日
本
の
美
術　

第
二
十
一
巻　

面
と
肖
像
』（
小
学
館
、一
九
七
一
年
）

	

　

⑪�

小
林
剛
「
彫
刻　

第
五
節　

能
狂
言
面
」（
奈
良
市
史
編
集
審
議
会
『
奈
良
市
史　

美
術
編
』、
奈

良
市
、
一
九
七
二
年
）

	

　

⑫
京
都
国
立
博
物
館
編
集
発
行
『
古
面
の
美
』（
一
九
八
〇
年
）

	

　

⑬�

佐
々
木
進
「
能
面
」（
小
山
弘
志
ほ
か
編
『
図
説
日
本
の
古
典　

十
二　

能
・
狂
言
』、
集
英
社
、

一
九
八
〇
年
）

	

　

⑭
京
都
国
立
博
物
館
『
古
面
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
）

	

　

⑮
奈
良
県
史
編
集
委
員
会
『
奈
良
県
史　

第
十
五
巻　

美
術
工
芸
』（
名
著
出
版
、
一
九
八
六
年
）

	

　

⑯
後
藤
淑
『
中
世
仮
面
の
歴
史
的
・
民
俗
学
的
研
究
』（
多
賀
出
版
、
一
九
八
七
年
）

	

　

⑰
菅
居
正
史
ほ
か
編
『
大
和
の
能
面
』（
保
育
社
、
一
九
九
六
年
）

	

　

⑱
村
田
昌
三
『
奈
良
阪
町
史
』（
私
家
版
、
一
九
九
六
年
）

	

　

⑲
町
田
市
立
博
物
館
編
集
発
行
『
鬼
面
の
造
形
―
鬼
は
内
！
』（
二
〇
〇
〇
年
）

	

　

⑳
奈
良
地
域
伝
統
文
化
保
存
協
議
会
編
集
発
行『
奈
良
豆
比
古
神
社
の
祭
礼
と
芸
能
』（
二
〇
〇
六
年
）

	

　

㉑
田
辺
三
郎
助
「
能
面
芸
術
の
形
成
」（『
國
華
』
一
四
三
一
号
・
一
四
三
六
号
、
二
〇
一
五
年
）

	

　

㉒�

高
妻
洋
成「
材
料
科
学
の
視
点
か
ら
見
る
能
・
狂
言
面
」（
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー

『
能
面
を
科
学
す
る
世
界
の
仮
面
と
演
劇
』
勉
成
出
版
、
二
〇
一
六
年
）

	

　

㉓
「
木
造
能
面
癋
見　

千
草
作
」（『
月
刊
文
化
財
』
六
八
一
、二
〇
二
〇
年
）

（
３
）
奈
良
地
域
伝
統
文
化
保
存
協
議
会
編
集
発
行
『
奈
良
豆
比
古
神
社
の
祭
礼
と
芸
能
』（
二
〇
〇
六
年
）

（
４
）
東
京
文
化
財
研
究
所
大
谷
優
紀
氏
の
研
究
報
告
に
よ
れ
ば
、
酒
惣
に
つ
い
て
は
酒
井
惣
左
衛
門
と
い
う

面
打
で
あ
る
こ
と
が
新
た
に
確
認
さ
れ
て
い
る
（『T

O
BU

N
K

EN
 N

EW
S

』
七
九
、
東
京
文
化
財
研

究
所
、
二
〇
二
二
年
）

（
５
）
田
邊
三
郎
助
「“
面
打
ち
”
―
能
面
作
家
考
―
」（『
月
刊
文
化
財
』
一
八
七
、一
九
七
九
年
、
同
『
仮
面

の
研
究　

下
巻
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
九
年
に
収
録
）

（
６
）
本
面
作
者
の
評
価
に
あ
た
っ
て
は
田
邊
三
郎
助
氏
よ
り
有
益
な
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を

表
す
る
。

（
７
）「
奈
良
市
神
社
明
細
帳
」
の
う
ち
（
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
所
蔵
奈
良
県
庁
文
書
（
請
求
記
号1-M

24-

93d

））

（
８
）
当
社
の
近
隣
で
は
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
か
ら
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
ま
で
に
少
な
く
と
も

一
八
回
開
催
さ
れ
た
奈
良
博
覧
会
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
現
存
す
る
明
治
八
年
、
九
年
の
「
奈
良
博
覧

会
物
品
目
録
」（
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
所
蔵
）
に
は
出
陳
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

（
９
）
山
路
興
造
「
奈
良
豆
比
古
神
社
の
翁
舞
」
注
（
１
）
前
掲
論
文
、
西
瀬
英
紀
「
語
り
の
翁
と
ひ
と
り
翁

―
民
俗
芸
能
の
翁
研
究
を
め
ぐ
っ
て
―
」
注
（
１
）
前
掲
論
文

（
10
）
大
谷
節
子
「
弘
安
元
年
銘
翁
面
を
め
ぐ
る
考
察
―
能
面
研
究
の
射
程
―
」（
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能

研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
能
面
を
科
学
す
る
―
世
界
の
仮
面
と
演
劇
―
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
）

（
11
）
藪
田
嘉
一
郎
『
能
楽
風
土
記
―
能
楽
の
歴
史
地
理
的
研
究
―
』（
檜
書
店
、
一
九
七
二
年
）

（
12
）
中
村
保
雄
「
奈
良
豆
比
古
神
社
の
能
面
」（『
観
世
』
昭
和
三
七
年
二
月
号
、
一
九
六
二
年
）

（
13
）
山
路
興
造
『
翁
の
座
―
芸
能
民
た
ち
の
中
世
―
』（
平
凡
社
、
一
九
九
〇
年
）

（
14
）
後
藤
淑
『
能
面
史
研
究
序
説
』（
明
善
堂
書
店
、
一
九
六
四
年
）

（
15
）
関
市
協
働
推
進
部
文
化
課
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
編
『
関
市
春
日
神
社
文
化
財
詳
細
調
査
報
告
書
』（
関

市
文
化
財
調
査
報
告
五
〇
）（
関
市
、
二
〇
二
二
年
）。
な
お
関
市
春
日
神
社
は
大
和
か
ら
移
住
し
た
刀

鍛
冶
が
春
日
大
社
か
ら
氏
神
と
し
て
勧
請
し
て
創
建
さ
れ
た
と
さ
れ
、
合
計
六
一
面
の
仮
面
（
能
面

四
八
面
、
狂
言
面
五
面
、
行
道
面
・
追
儺
面
八
面
）
や
能
装
束
が
伝
来
し
た
。
優
れ
た
中
世
仮
面
が
含

ま
れ
、
大
和
四
座
で
あ
る
金
春
流
や
宝
生
流
と
の
関
連
が
伺
わ
れ
る
銘
を
持
つ
仮
面
も
所
蔵
さ
れ
る
。

（
16
）
表
章
「
長
命
猿
楽
考
」（『
永
島
福
太
郎
先
生
退
職
記
念　

日
本
歴
史
の
構
造
と
展
開
』
山
川
出
版
社
、

一
九
八
三
年
）。
な
お
長
命
猿
楽
の
活
動
に
関
し
て
は
ほ
か
に
高
田
照
代
「
大
和
高
山
八
幡
宮
の
楽
頭
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職
の
変
遷
と
神
事
能
の
展
開
」（
同
『
祖
霊
と
精
霊
の
祭
場
―
地
域
に
お
け
る
民
族
宗
教
の
諸
相
―
』

岩
田
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
長
命
茂
兵
衛
家
伝
来
文
書
に
つ
い
て
は

長
田
あ
か
ね
「
年
預
と
《
翁
》
―
長
命
茂
兵
衛
の
活
動
を
中
心
に
―
」（『
藝
能
史
研
究
』
一
九
五
、

二
〇
一
一
年
）、
同
「
長
命
茂
兵
衛
家
文
書(

一)

～
（
三
）」（『
藝
能
史
研
究
』
二
一
一
・
二
一
三
・

二
一
九
、二
〇
一
五
年
・
二
〇
一
六
年
・
二
〇
一
七
年
）
な
ど
の
先
行
研
究
が
あ
る
。

（
17
）
天
野
文
雄
「
奈
良
豆
比
古
神
社
の
翁
舞
の
詞
章
―
年
預
の
《
翁
》
詞
章
の
系
譜
―
」（
注
（
１
）
前
掲

論
文
）

（
18
）
奈
良
県
立
美
術
館
編
『
奈
良
県
指
定
の
文
化
財
―
美
術
工
芸
―
』（
大
和
美
術
史
料
第
二
集
）（
奈
良
県

立
美
術
館
、
一
九
八
三
年
）

（
19
）
奈
良
県
教
育
委
員
会
編
『
奈
良
県
指
定
文
化
財
第
九
集
』（
奈
良
県
、
一
九
六
八
年
）、
中
村
保
雄
『
天

河
と
能
楽
』（
駸
々
堂
出
版
、
一
九
八
九
年
）
参
照
。

付
記	　

本
稿
作
製
に
あ
た
り
、
奈
良
豆
比
古
神
社
宮
司
辰
己
眞
一
氏
、
奈
良
豆
比
古
神
社
翁
舞
保
存
会
会
長

豊
田
義
一
氏
を
始
め
奈
良
阪
地
区
住
民
の
皆
様
か
ら
格
別
の
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
ま
た
奈
良
国
立
博
物

館
寄
託
の
仮
面
調
査
に
あ
た
り
、
同
館
山
口
隆
介
氏
の
ご
高
配
と
、
岩
井
共
二
氏
、
三
田
覚
之
氏
、
三

本
周
作
氏
、
内
藤
航
氏
、
伊
藤
旭
人
氏
の
ご
協
力
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

	

　

掲
載
図
版
の
う
ち
図
２
は
『
関
市
春
日
神
社
文
化
財
詳
細
調
査
報
告
書
』（
注
（
15
）
前
掲
）
よ
り

転
載
し
た
。
そ
の
他
の
図
版
は
大
河
内
の
撮
影
に
よ
る
。

参考　翁（4）参考　癋見（10）
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１　

翁
（
白
色
尉
）

２　

翁
（
白
色
尉
）

３　

翁
（
白
色
尉
）

【図版】
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４　

翁
（
白
色
尉
）

５　

三
番
叟
（
黒
色
尉
）

６　

三
番
叟
（
黒
色
尉
）
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７　

三
番
叟
（
黒
色
尉
）

８　

尉

９　

尉
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10　

癋
見

11　

怪
士

12　

般
若
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13　

小
面

14　

曲
見

15　

中
将
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16　

平
太

17　

祖
父

18　

武
悪 
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19　

乙

20　

狐

21　

面
箱
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面裏眉間部墨書「康吉」

面裏額部墨書「万借作」

【銘記図版】

１　

翁
（
白
色
尉
）

５　

三
番
叟
（
黒
色
尉
）
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面裏右頬部墨書「二十四」面裏右頬部墨書「九」「花押」

面裏右頬部墨書「二十□」面裏額部金泥銘
「長命／次郎大夫」

面裏右頬部墨書
「十五」

面裏右頬部墨書
「八」

６　

三
番
叟
（
黒
色
尉
）

８　

尉

９　

尉

11　

怪
士

12　

般
若

紙縒墨書「能面／第壱号」

10　

癋
見
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面裏刻銘「千草左衛門大夫作／応永／廿秊／二月／廿一日」

10　

癋
見
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面裏右頬部墨書「七」

面裏額部墨書「（花押）」

面裏眉間部刻銘「∴」

面裏眉間部刻銘「∴」

面裏右頬部墨書「十二」

面裏右頬部墨書「二十一」

13　

小
面

15　

中
将

16　

平
太
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面裏額部墨書「社」面裏右頬部墨書「十四」

面裏右頬部墨書「四」

面裏右頬部墨書「一十三」面裏左顎部墨書「（花押）」

面裏右頬部墨書「十八」

17　

祖
父

18　

武
悪

19　

乙

20　

狐


